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まえがき

太陽コンサルタンツ株式会社は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を得て､

平成6年11月20日から12月1日までの12日間にわたって､インドネシア共和国の農業開発に係

るプロジェクトファインデイングを実施致しました｡

インドネシア共和国の移住省で実施している移住事業に焦点を当て､南カリマンタン州のセ

パンパン地域を対象に｢セパンパン地域移住地2次開発事業｣と､移住者を送り出す7州､及

び受け入れ2 0州に設置されているトレーニングセンター施設の拡充･強化の為に｢トレーニ

ングセンター拡充強化事業計画｣を調査敦しました｡

同国のこれらの計画が､日本政府による技術及び経済協力に結びつく_ことを期待するもので

あります｡

本調査の実施に当たり､在インドネシアの日本人専門家､ ∫ ICAインドネシア事務所には

多大なご支援を賜りました事をここに記し､深く感謝申し上げます｡

平成7年3月

太陽コンサルタンツ株式会社
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位置図 移住省トトニンク寸.センター(T/C)強化拡充計画
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第1章 インドネシア国の概況

1.地理､気候等

(1)基礎的データ

一国名:
Republic oflndonesia

一独立: 1945年8月

一国土面積: 1,919,000kd

-人口: 186,100千人(1992年)

一言語:公用語インドネシア語

一宗教:イスラム教､キリスト教､ヒンズー教､仏教

(2)国土及び気候

インドネシアは1 3,000以上の島々からなる世界最大の島国であり､その国土面積は

192万kdで､日本の約5倍であるoその領土範囲は､西スマトラ島のサパンから東はイリ

アンジャヤ(西イリアン)のメラウケに至る東西4,8COkm (東経労度から141度)
､南北に

は赤道をまたぎ1,6(カkm (北緯6度から南緯11度)に達するo主な島はスマトラ､ジャワ､

カリマンタン､スラウェシ､イリアンジャヤの5島である｡

赤道をはさむ広大な地域に領土が分散しているため､年降水量はスラバヤの1,500皿から

メナドの3,2∝佃mと地域格差が著しいが､高温多湿の熱帯性気候であるため､月平均気温は

26-28℃とほぼ一定で､湿度は年間を通してK)%前後で､変化はない｡ 12月から3月が雨

期で年降水量の約80%が集中する｡

1992年に実施された国勢調査の結果によれば､インドネシアの人口は1億8,610万人で､

1980年以来平均人口増加率は1.98%である｡島別に人口の分布をみれば､国土面積の僅か

6.9%しか占めていないジャワ島に全人口のeD%に当たる1億700万人が住んでおり､次い

でスマトラで全人口の20%に当たる3,640万人が住んでいるo人口密度については全国の平

均で93人/kn看であり､ジャワが814人/knほ突出しており､マルク･イリアンジャヤでは

僅か7人/kdであるo このように人口の分布は一様でなく､かなり遍在している｡州別の

面積､人口､人口密度は表-1及び図-1に示すとおりである｡

2.経済の動向

(1)概況

1969年に第1次開発5ケ年計画を開始して以来､インドネシアの経済は着実に成長して

きた｡途中原油価格の暴落で低成長を記録した時期もあったが､第3次開発5ケ年計画期

間中(Ⅰ979年4月-1984年3月)の平均GDPの成長率は6.0%､第4次開発5ケ年計画

(1984年4月-1989年3月)の前半1985年には石油等鉱業の落ち込みにより2.5%の成長Ll=

とどまったが､その後順調な延びを見せ1988年のGDP成長率は5.7%となった｡

第5次開発5ケ年計画がスターとした1989年度の経済は､世界経済の好調を背景に､石

油やその他の一次産品価格が好転し､ GDP成長率は7.5%に達した｡表-2にGDPの推

移を示す｡
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(2)農林水産部門の動向

食用作物､プランテーション作物､畜産､林業及び水産業を含む農林水産部門は､これ

まで経済成長の牽引車としての役割を果たしてきており､ 1969年から1971年にかけては､

仝GD_Pの約幻%近くを生産していたo とりわけ食用作物､特に米は仝GDPの25%以上

を生産していた｡その後も農業部門の生産は増加したが､その成長率は1965年から19紛年

までは年平均4%以上であったのが､その後の10年では3%に低下した｡一方農業以外の

産業部門はそれ以上の成長をとげており､その結果､農業部門生産額が全生産額に占める

割合は1969年から1971年の45%から1989年の21%まで低下した｡

第4次5ケ年計画においては､食糧生産は米を中心として飛躍的に増大し､ 19糾年には

米の自給を達成すると共にトウモロコシ･キャッサバについても変動はあるものの自給水

準に達し､目標としていた食糧増産と自給を達成した｡第5次5ケ年計画での目標は､第

~6次5ケ年計画期間中の経済的｢離陸｣を支援するための食糧自給の強化､品質の向上､

ビジネスチャンスの拡大､移住計画及び地域開発の援助､製造部門の援助､輸出の拡大を

図ることとした｡

土地利用形態別面積は表-3の通りであり､総農地面積は約34百万ヘクタールで全国土

面積の17.6%を占めている｡このうち7,316千ヘクタールはジャワ島に位置しており､ジャ

ワ島全面積の56.1%を占めている｡農業の開発可能地は､ジャワ島以外の国土に多く､政

府はジャワ島以外-の移住政策を推進している｡世界銀行によるとジャワ島以外に約40百

万ヘクタールのエステート作物用の土地が開発可能と考えられている｡

農業経営形態は､ジャワ島を中心とする小規模零細農家経営とスマトラ島等の外島を中

心とするエステート(オイルパーム､ゴム､コーヒー､紅茶､砂糖等の商品作物栽培)農

業に大別される｡経営形態別及び経営規模別農家数を表-4､表- 5に示すが､ジャワ島

での経営規模はo.5ヘクタール以下の農家が63%を占めており､米を中心とする食糧作物

(トウモロコシ､キャッサバ､サツマイモ､落花生､大豆等)や園芸作物等自給自足的な

経営を行うほか､換金作物(コーヒー､丁字等)も生産している｡エステート農業は､エ

ステート公社(地域毎に設立されている独立採算性の国営企業体)が経営する大規模な農

園を中核として周辺の農家も参加する経営形態であり､オランダ統治時代のプランテーショ

ンがその前身である｡このほか､農繁期に他の農家に労働力を提供することで所得を得て

いる｢土地なし農家｣あるいは｢農業労働者｣がジャワ島を主に約42万戸存在しており､

これが潜在的に失業率を高めている｡

農産物の中で最も生産量の多い米は､ ①優良種子､肥料､農薬等の使用､ ②集約栽培指

導の拡大､ ③潅救設備の整備､ ④比戟的天候(降雨)に恵まれたこと等､により1984､

1985年には自給されるまでになった｡しかしながら､その後の人口及び一人当り消化量の

増加や､病害虫の発生､早魅等のため不安定な状態が続いたが､近年､不足時には野人し
余剰分は輸出するという傾斜的自給政策を採用し始めている｡米の生産量及び輸入量の推

移は表-6､表-7の通りである｡

食糧作物部門は第2次5ケ年計画以降振興が図られてきたが､需要や価格が不安定であ

り､米に比較すると収益が低い等の理由から生産規模は小さい｡しかし､米の自給達成後､

大豆､トウモロコシ等の輸入産品について本格的な生産振興が図られた結果､トウモロコ

シについては自給水準に達したと言われている｡大豆は搾油用やインドネシアの伝統食糧

であるタフ､テンペ等の原料として使用され､蛋白質供給源として重視されているが､自
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給は達成されておらず例年40万トン程度輸入されており,生産拡大が図られている｡食糧

作物生産量の推移は表-8の通りである｡

エステート作物は第5次5ケ年計画において高成長が期待されており､カカオ､オイル

パームについては栽培面積の拡大による生産増が､コーヒー､ゴム､ココナッツ､紅茶に

ついては改植等による生産の効率化による生産量及び輸出の増加が見込まれている｡砂糖

は加工業向けに需要が伸びる一方､潅故地域の砂糖きび畑の水田への転用等が伸び悩んで

おり輸入が増加している｡エステート作物生産量の推移は表-9の通りである｡

畜産部門は人口に比較して飼養頭羽数が少なく､小規模な農家による飼育が多い｡豚､

ブロイラーについては輸入飼料を利用した企業経営による飼育も見られる｡豚については

シンガポール-の輸出もされている｡畜産部門は国民栄養改善の観点からも重要視されて

おり､第5次5ケ年計画期間中の乳牛､ブロイラーの伸張率は各々14.6%､ 10.0%と見込

まれている｡家畜飼養頭羽数の推移は表-10の通りである｡

3.第5次開発5ケ年計画の概要(1989年4月-1994年3月)

(1)目標と戦略

第5次開発5ケ年計画の3大指針は､

①適正な｢経済成長｣ ､

②更なる｢公平な所得分配｣ ､

(参より大きな｢国家の安定｣

である｡

この3大指針に基づき､第5次計画の目標としては､

①全国民の生活水準の向上､

②よりバランスのとれた経済構造への転換､

③増加する労働力の吸収､

の3点が掲げられている｡

以上の目標を達成するための戦略として､経済の更なる多様化､効率化､活性化を目指

した構造改革の実行がうたわれており､農業部門では食糧自給の安定化と生産物の多様化

を､製造部門においては輸出振興とそれに伴う外貨の獲得に加え雇用創出を重点項目とし

て挙げている｡

構造改革のためには､

(丑社会経済インフラストラクチャーの整備､

②人材育成､

③規制緩和と非官僚主義化による民間活力の導入

が必要であり､その際あわせて慎重な天然資源の有効利用が求められる｡

(2)具体的計画と資金計画

1)成長目標

第5次5ケ年計画の部門別成長率及び各部門のシェア予測は表-11の通りである｡農林

水産部門は米生産の3.2%の伸びによって､また､製造部門は非石油･ガス輸出の加速化に

よって達成されるとしている｡

人口増加率は栄養的向上による出生率の低下と家族計画の成功により徐々に鈍化し､第
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4次開発計画では年平均2.1%となった｡第5次開発計画ではさらに1.9%まで低下すると

見込まれている｡人口分布も移住計画の実施により､改善が期待されている｡ジャワ島の

人口は年率1.5%で成長し,計画期間中に1億580万人から1億1,410万人へと､ジャワ島以

外の人口は､年率2.4%で成長し期間中6,9紅〉万人から7,8船方人-増加すると見込まれてい

る｡

労働人口は計画期間中7,4幻万人から8,640万人へと増加するキ予測されており､計画目

標達成のためには､製造業部門､農林水産業部門､その他の部門で各々230万人､ 400万人､

520百万人の新たな労働需要の創出が必要とされている｡

年平均5%のGDP成長の達成のためには､期間中の5年間に239.1兆ルピアの総投資額

が必要とされる｡投資の増加率は政府､民間合計で年平均15.2%に達すると予想され､そ

の結果､ GDPに占める投資の割合は期間中に22.7%から27.7%へ達すると考えられる｡

2)農林水産部門の目標

農林水産部門の目標は以下の通りである｡

a米を始めとする食糧作物の増産による国内需要の充足

b.大豆､砂糖の増産､輸入抑制

c.畜産､エステート､園芸部門を中心とした雇用機会の創出

dエステート作物､野菜､水産物(主にマグロ､エビ)輸出の振興による安定的な

外貨獲得

上記の目標達成のための基本方針は以下の通りである｡

a米その他の作物について各作物にあった新技術の普及

b.移住事業t潅概の普及による外島-の米の作付け拡大並びにエステート作物の作

付け拡大

c.既存潅淑設備の活用､特に末端水路の整備とエステート作物の改植

d特に畑作における､大豆､オレンジ等への転換並びに作物の多様化による国民の

栄養改善と農家経営のリスク削減

農業部門の開発目標は表-12の通りであるo 開発の優先順位の高い作物は､米､トウモ

ロコシ､大豆､オレンジ､ニンニク､食肉､卵､エビ､マグロ等である｡
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秦- 1 インドネシア各州の人口及び人口密度

AI田 Population Denslty

No.PmVince sqkm% ((X氾) People/sqkm)

1.DエAceb 55,3922.89 3,416 62

2.NorthSumatra 70,7873.69 10,252 145

3.WestSu皿atra 49,7782.59 4,000 80

4.Riau 94,5614.93 3,279 35

5.Jambi 44,8002.33 2,018 45

6.SoutbSumat∫a 103,6885.40 6,312 61

7.Bengkulu 21,1681.10 1,179 56

8.Lampung 33,3071.74 6,016 EZZI

Sumatra 473,48124.67 36,472 77

9.DKIJakarta 6610.03 8,228 12,495

10.WestJava 46,2292.41 35,382 765

ll.CentralJaVa 43,2062.78 28,516 834

12.D.I.Yogyakarta 3,1690.17 2,913 919

13.EastJaVa 47,9212.50 32,488 678

Java 132,1866.89 107,527 814

14.Bali 5,5610.29 2,777 5(X)

15.WestNusaTenggara 20,1771.05 3,369 167

16.EastNusaTenggala 47,8762.49 3,268 68

17.EastTimor 14,8740.77 748 50

NusaTenggara 88,4684.61 10,162 115

18.WestKalimantan 146,7607.65 3,228 22

19.CentralKalimantan 152,6007.95 1,396 9

20.SouthKalimantan 37,6601.96 2,597 69

21.EastKalimantan 202,44010.55 1,875 9

Kalimantan 539,46028.ll 9,096 17

22.NorhSulawesi 19,0230.99 2,477 130

23.CentralSulawesi 69,7263.63 1,703 25

24.SoutbSulawesi 72,7813.79 6,981 90

25.Sout血eastSulawesi 27,6861.44 1,349 49

Sulawesi 189,2169.85 12,510 66

26.Maluku 74,5053.88 1,853 25-

27.IrianJaya 421,98121.99 1,630 4

Maluku&IrianJaya 496,48625,87 3,438 7

Totalforhdonesia 1,919,317100.00 179,298 93

Japan 372,313 117,100 314.5

USA 9,809,431 248,709 25.4

資料:中央統計局1990年
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秦- 2 部門別国内総生産(GD P)の推移
名目国内総生産 (単位: 1 0億ルピア)

1987 1988 1989 1990 1991 1992

農林水産業 29,116.0 34,193.4 34,998.4 42,148.7 44,558.6 50,031.7

鉱業 17,266.8 17,161.8 21,729.6 26,119.0 31,482.0 30,908.2

製造業 21,150.4 26,252.4 30,573.3 38,910.2 47,544.0 56,560.2

電気.ガス.水道 746.9 869.0 1,008.3 1,258.1 1,75_0.2 2,147.7

建設 6,087.4 7,169.2 8,884.2 10,748.5 13,328.6 16,077.0

商業 21,048.3 24,379.2 28,314.1 32,999.7 36,899.5 42,778.9

運輸.通信 7,442.3 8,139.7 9,085.4 10,999.6 13,792.4 16,998.0

金融 4,795.1 5,332.4 6,550.8 8,287.1 10,157.5 12,432.8

住宅 3,349.1 3,736.0 4,154.9 4,890.8 5,924.7 6,595.9

行政.国防 8,911.8 9,446.2 ll,174.2 12,801.4 14,621.6 17,309.4

サービス 4,902.5 5,351.1 5,856.7 6,434.1 7,443.2 8,946.5

国内総生産 124,816.9 142,020.3 166,329.5 195,579.2 227,502.3 260,786.3

実質成長率(シェア)(1983年 価格)(単位:%)

1985 1986 1987 1988 1989 1990

農林水産業 4.3(22.7) 2.6(22.0) 2.1(21.4) 4.7(21.2) 3.7(20.6) 2.8(21.8)

鉱業
-9.6(18.2)

5.3(18.9) 0.3(17.3)
-2.9(15.9)

5.3(15.6) 4.3(14.5)

製造業 ll.2(15.8) 9.3(16.3) 10.6(17.2) 12.0(18.2) 9.1(18.5) 12.3(19.5)

電気.ガス.水道 ll.4(0.4) 19.1(0.5) 15.1(0.5) ll.0(0.5) 12.2(0.6) 17.9(0.6)

建設 2.6(5.3) 2.2(5.1) 4.2(5.1) 9.5(5.3) ll.8(5.5) 14.2(5.5)

商業 5.0(14.6) 8.1(13.7) 7.1(15.2) 9.1(15.7) 9.9(16.1) 8.3(16.3)

運輸.通信 1.0(5.3) 4.0(5.2) 5.8(5.2) 5.5(5.2) ll.5(5.3) 10.0(5.6)

金融 6.8(3.5) 5.3(3.9) 5.1(3.9) 2.5(3.8) 14.3(4.0) ll.7(4.0)

住宅 2.1(2.9) 3.4(2.8) 4.3(2.8) 4.1(2.8) 4.2(2.7) 4.2(2.5)

行政.国防 7.6(7.6) 63(7.6) 7.3(7.8) 7.7(7.9) 5.9(7.8) 4.6(6.5)

サービス 2.0(3.7) 3.7(3.7) 3.7(3.6) 4.3(3.6) 6.2(3.5) 5.0(3.3)

国内総生産 2.5(100.0) 5.9(100.0) 4.9(100.0) 5.7(100.0) 7.5(100.0) 7.4(100.0)

資料:中央統計局
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土地利用形態別面積(1 98 9年)
(､単位:千h)

ジャワ島 ジャワ島以外 合計

農地合計 7,316 26,997 34,314

水田 3,443 4,669 8,113

畑 3,151 9,568 12,719

エステート 656 9,606 10,262

牧草地 66 3,154 3,220

林 329 20,435 20,764

宅地等 1,651 3,466 5,117

水路 107 163 270

池 36 89 125

未利用地 119 9,704 9,823

資料:中央統計局｢インドネシア統計年報｣ 1989年

秦- 4 経営形態別農家数

秦- 3

(千戸)

地域 稲パ*園芸エステート畜産土地なし農家農家数

スマトラ 3,1199272,5606694713,852

ジャワ 9,7625,1926,6632,5464,24411,569

その他 3,4672,1722,5211,2683184,084

計 16,3488,29111,7444,4835,03319,505

*稲及びパラウイジャ作物 (1983年農業センサス)

秦- 5 経営規模別農家戸数
(単位:千戸､%)

経営規模 ジャワ ジャワ以外 合計

o.1ha未満 1,905(16) 534(7) 2,439(13)

0.1-0.499h 5,398(47) 1,701(21) 7,099(36)

0.5-0.999h 2,488(22) 1,756(22) 4,244(22)

1.0-1.999h 1,282(ll) 2,016(25) 3,298(17)

2.0-2.999h 317(3) 977(12) 1,294(7)

3.Oha以上 179(2) 955(12) 1,134(6)

計 ll,569(100) 7,936(100) 19,505(100)

資料: 1983年農業センサス
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秦-6 米の生産王

年度

収穫面積 単位収量 収量(初) 収量(精米)

千h ton佃a 千ton 千ton

1984 9,764 3.91 38,136 25,933

1985 9,902 3.97 39,033 26,542

1986 9,988 3.98 39,727 27,014

1987 9,922 4.04 40,078 27,253

1988 10,138 4.ll 41,676 28,340

1989 10,531 4.25 44,726 30,413

1990* 10,301 4.32 45,268 29,380

資料:中央統計局｢インドネシア統計年報｣ 1989年､ *1990年は暫定値

秦- 7 主要農産物の輸入量
(単位:千ton)

品目 1984年1985年1986年1987年1988年1989年

栄 360-400-200203150

小麦 129315021626140915331751

砂糖 oO113114222437

メイズ 5955312202838

大豆 342378360388600452

資料:食糧調達庁1990年

秦- 8 主要食用作物の収穫面積と生産量

(単位:千h､千ton)
トウモロコシ キャッサバ サツマイモ 落花生 大豆 緑豆

収穫面鎌生産I 収種面凍生産丑 収穫面疎生産丑 収穫面積生産壬 収穫面凍生産量 収穫面積生産量

1984 30865288 135014167 2642157 538535 859769 289187

1985 24404329 129214057 2562161 510528 896870 2862CO

1986 31435920 117013312 2532091 601642 12541227 293213

1987 26265155 122214356 2292013 551533 11011161 277204

1988 34066652 130315471 2482159 608589 11771270 362285

1989 2944619_3 140817117 2402224 621620 11981315 332262

1990* 31696741 137016285 2332147 638646 12291429 340283

資料: 1991年大統領予算演説付属資料､農業省 *1990年は暫定値
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秦- 9 エステート作物生産量の推移
(単位:千ton)

品目 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年*2

ゴム(乾燥) 320.8 349.9 335.2
321.8一300.5 117.1

コーヒー 21.2 27.2 20.8 27.3 27.6 0.9

紅茶 105.1 98.3 100.7 104.3 117.9 48.1

カカオ 24.8 22.5 21.4 26.0 28.5 8.1‥

パーム抽*1 1,159 1,298 1,341 1,395 1,616 529

パーム核'l 238.2 271.8 289.1 308.8 349.1 120.7

キナ革 2.2 2.8 3.1 2.7 1.3 1.1

団■■■ヨ■1,767 2,013 2,176 1,910 1,997*3 208*3

タバコり 5.0 6.5 5.3 4.1 3.5 1.2

ローゼル*1 6.1 20.9 22.6 8.9 13.0 0.0

'l:含小農生産分､*2:5月まで､ '3:2月から､ =:4月まで

資料:中央統計局｢月刊統計公報｣ 1990年7月

秦- 1 0 家畜飼養頭羽数の推移

(単位:千頚.羽)

1984年 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年*
肉牛 9,236 9,318 9,516 9,510 9,776 10,040 10,158

乳牛 203 208 222 233 263 277 302

水牛 2,743 3,245 3,496 3,296 3,194 3,242 3,361

辛 4,698 4,884 5,284 5,364 5,825 5,866 6,038

山羊 9,025 9,629 10,738 10,392 10,606 10,943 ll,221

豚 5,112 5,560 6,216 6,339 6,484 7,052 7,616

局 569 668 715 658 675 684 693

鶏 306,954 331,159 375,475 426,556 448,336 413,996 583,117

あひる 24,690 23,870 27,032 26,025 25,030 25,386 25,708

資料:中央統計局｢インドネシア統計年報｣ 1989年
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秦- 1 1第5次5ケ年計画 部門別成長率及びGDPシェア

(単位:%)

1988* 第5次計画 1993年

シェア推計 年平均成長率 シェア計画

農林水産業 23.2 3.6 21.6

鉱業 15.9 0.4 12.6

製造業 14.4 8.5 16.9

建設 5.6 6.0 5.8

商業 15.9 6.0 16.7

運輸.通信 5.7 6.4 6.0

その他 19.3 6.1 20.4

GDP 100.0 5.0 100.0

1983年不変価格

資料:国家開発企画庁｢インドネシア第5次開発5ケ年計画｣

秦- 12 第5次5ケ年計画 農業部門開発目標値

単位 1988** 1993年 伸び率(%)

食糧作物

栄 千トン 41,596 48,707 17

トウモロコシ // 6.229 7!218 16

キャッサバ 〟 15,419 16,594 8

サツマイモ 〟 2,272 2,436 7

落花生 // 585 629 8

大豆 // 1,316 1,552 18

畜産

食肉 千トン 990 1,337 35

鶏卵 ク 497 639 29

牛乳 千キロ1)ツル 237 434 83

水産

海洋漁業 千トン 2,149 1,655 24

内陸漁業 〟 293 33l 13

養殖 〟 478 738 54

エステート作物

ゴム 千トン 1,189 1,548 30

ココナツ 〟 2,035 2,598 28

パーム抽 //

1,690 4,011 137

パーム核 // 354 830 134

コーヒー ク 394 ･-452 15

カカオ //

53 EEヨ 160

紅茶 〟 144 175 22

サトウキビ 〟 2,166 2,752 27

タバコ // 123 178 45

:推計値

資料:国家開発企画庁｢インドネシア第5次開発5ケ年計画｣
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第2章 移住地開発計画

1.概 括

(1)移住事業の歴史

インドネシアの移住事業は､比較的長い歴史を有する｡ 1905年スマトラ島のプランテー

ション開発のためジャワ島から熟練農業者を移住させたのが最初とされる｡ 1945年の独立

後は､国家の防衛と安全の強化のため､特に外島の開発のため人口増強が必要となり､さ

らに急激な増加を続けるジャワ島の人口対策のためにも移住事業は常に政府の重要政策と

して実施されてきた｡しかし､当初の20年間は比較的小規模であったo 1969年､第1次25ケ

年長期開発計画が策定され､同時に第1次開発5ケ年計画が発足してから､移住事業も政

府の固定の政策として計画的に継続されてきた｡第1次から第5次までの25年間における

移住事業の実績は､ 1,700千世帯･ 6,200千人に達している｡

インドネシア政府は､ 1993年3月の内閣改造に当たり､ ｢移住省｣の名称を｢移住及び

森林居住者再定住省(Department of Transmigration and Forest Squartter Resettlement)｣と改

称した｡これは､永く森林地帯に居住し､焼畑を主体に伝統的な生活形態をとっている多

数の原住民を入植地に取り込み､農業等の正業に就かせ教育の機会を与えるもので､移住

政策の新しい展開と言えよう｡だだし､本報告書では､以下｢移住省｣と略称する｡

(2)移住事業の法則

インドネシア国の移住事業は､次の3つの法律によって運用されている｡

1)移住基本法法律No.3､ 1972年制定､労働･移住省

･この法律は､移住について定めた9粂27項からなる基本法で､その目標として
(ll)生活水準の向上､

(12)地域開発､

(13)人口のバランスある分布､

(14)国土のバランスある開発､

(15)自然資源と人材資源の有効利用､

(16)国の統一と民族の単一､

(17)国土の防衛と安全の強化､

の7項を挙げている｡
･

6条15項に､移住地は内部の社会･経済条件を満たし､且つ州政府の受け入れ準備を

整えた上､事業開始から5年以内に移住大臣から内務大臣に移管されることが定めら

れてい~る｡

2)移住施行法政令No.42､. 1973年制定､労働･移住省

･この法律は､移住事業の実施について定めた16条屯項からなる政令で､担当する省庁､
実施予算､入植(者)の条件､救済規定等を定めている｡

･

13条28項に､農民には最小2.Oh､内訳はo.25haの宅地と1.75haの農地を､農民以外の

移住者にはo.25haの宅地を配分することを定めている｡

3)移住施行調整法大統領令No.59､ 1984年制定､移住省

･この法律は移住省の新設に伴う8項から成る大統領令で､移住大臣に関係各省庁の統

合､調整の責任を負わせ､移住省の組織､役割､予算等を規定している｡
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第1項に移住事業に関係する省庁を次の10に定めている｡ ①移住省､ ②内務省､ ③公

共事業省､ ④農業省､ ⑤林業省､ ⑥通信省､ ⑦協同組合省､ ⑧保健省､ ⑨人口･環境

庁､ ⑲国家開発計画庁/国家開発計画会議(BAPPENAS) ｡

(3)移住事業の実施体制

1)実施組織

移住省は､本省に大臣官房の他､ 3総局､地方各州にそれぞれ地域事務所を置く｡移住

省の組織図を図-2に示す｡

･大臣官房
: 6局､ 4センター

･監査総局
: 5局､ 1室

･入植環境総局
: 5局､ 1茎

･動員開発総局
: 5局､ 1室

･地域事務所 :送り出し各州に8地域事務所､各地方自治体事務所

受け入れ各州に19 ', 'y

*送り出しルーニげセンター:ジャワ､バリ等8州に9ケ所

受け入れルーこげセンター:外島19各州に19ケ所

この中で､入植環境総局が技術の中心で､移住地の選定､土地取得､計画設計､工事発

注､施工管理等を担当する｡動員開発絵局は､入植者の募集選考､教育訓練､移動､入居､

生活指導､農業生産指導等のソフトを担当する｡

移住省の職員は､本省約3,000人､地方約15,000人､合計約18,000人である｡

2)実施予算

過去3年間の予算を示せば表-13の通りである｡移住事業の年間予算は年々増加してお

り､ 1992/93年度予算は約8千億ルピア(約4百億円)に達している｡これは国家予算の

1.4%にも当り､政府の移住事業に対する積極的な姿勢を表しているものと理解することが

できる｡

国家予算は年間10%以上の大幅な伸びを示しているが､国家予算に占める外国政府を含

む国際機開からの協力分は､総額においても割合においても年々減少している｡これは､

大口貸し付けをしていた世銀やヨーロッパ政府の財政難による引き上げもあるが､何より

インドネシア国の経済成長による財政の伸びの大きさを示すものと理解できる｡

3)実施基準

移住事業の計画･設計に関する技術基準は､公共事業省が作成した土木工事の基準を､

移住地の特性に合わせて修正し､利用している｡この基準には､道路､碍梁､付帯構造物

の等の寸法が示されているが､構造計算､材料強度､等の根拠は明示されていない｡潅概

については､構造物の寸法基準等は示されているが､水源､水文､気象､等の基礎調査､

計算の分野が不備である｡

公共事業省でも移住省でも計画･設計にはコンサルタントを活用するのが一般的である

が､発注者側の基準の整備,チェック機構の拡充が必要と見られる｡

一方､入植者の募集選考､教育訓練､送り込み等に関しては､移住省独自の基準によっ

ており､整備された施設設備､長期の経験に基づいて行われている｡
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入植者は､次のような入植安貞から一定の選抜基準に基づき選抜されるo

入植安貞

入植者の基準

: ①貧困農民

②農業労働者

③貧困漁民

④森林居住者

6)失業者

⑥学卒者の未就業者

:①インドネシア国籍を有すること

②熟練労働者であること

③健康であること

④優良な素行

(9志願者であること

⑥法政の尊守

⑦家族を有していること

⑧年齢が2 0-4 0歳であること

⑨一定水準の教育があること

⑲共同生活が可能なこと

輸送に関しては､鉄道･船舶の利用の胤遠隔地大量輸送のために､移住省はトランサ

ル3機(25家族､ 100入来り､日本製)
､ヘルキュレス1機(35家族､ 140入来り)計4機

の大型輸送機を所有している｡

2.過去4次の5ケ年計画の推移

長期開発25ケ年計画及び第1次開発5ケ年計画は､ 1969年､現スハルト政権の発足と時

に開始された｡第1次から第4次までの20年間の移住事業の実掛描-14の通りであるo

実施したプロジェクトは989地区､ジャワ島を中心とする送り出し州からの移住戸数は140

万戸に達した｡開墾面積は146万ヘクタール(割当面積を含めればその約2倍の300万ヘク

タール)
,道路建設の総延長は約47,200kmに達するo住居､給水等の生活施設の他学校､

倉庫､モスク､診療所等の社会施設を付帯させ､さらに自費移住者の中には農業の他､大

工､鍛冶家､床屋､洋服屋､雑貨屋､飯屋等々を多数含んでいる｡

各年次毎の居住家族及び移住先を表-15､ 16に示す｡移住先はスマトラ島に63%が集中

し､カリマンタン､スラベシと続く○今後は､人口密度の小さいイリアンジャヤ､カリマ

ンタン､スラベシに重点が置かれることになる｡

ただし､これらが全て成功しているとは言いがたい｡建設後10-15年経ても自立できな

い地区も20%前後あると見られるが､その原因は主として､排水不良地､無潅概地､遠隔

地等の低生産性にあると考えられる｡第2次開発､リハビリ等が急がれる所である｡

3･第5次開発5ケ年計画の内容と推移状況

第4次5ケ年計画までの移住家族数は順調に増加し第4次5ケ年計画では75万戸に上っ

ていた｡第5次5ケ年計画では､表-17に示すように4年間にプロジェクト数は776に及

んだが､入植戸数は計画の55万戸に対し実施は20･6万戸､ 38%に止まっているoしかし､
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時代の要請で､入植地､入植施設の内容が拡充されているため､事業予算は増加している｡

入植戸数が減少したのは､ジャワ島の安定した雇用機会が増加したと言うよりも､バブル

的な経済に期待して貧困層が不安定な生活から離れなようとしないことによるものであっ

た｡

第5次開発計画からは､移住者だけでなく地元原住民の事業参加も特徴となっている｡

これは､狩猟或いは焼畑を主として定住をしない農家を事業に取り込み､定住させること

を目的としている｡

4.第6次開発5ケ年計画及び第2次長期(25ケ年)開発計画の内容

第1次長期開発地計画(1969-193)では､テクノクラート中心によるマクロ経済重視を通

して､問題もあったが全体としてはかなりの成果を挙げたと評価されている｡

1994年から始まる第2次長期開発計画では､構造調整プログラムに対する反省もあり､

ミクロ経済､人的資源開発等､実態重視の政策-の移行がうかがえるo又｢移住省｣の名

称が｢移住及び森林居住者再定住省｣と改称されたことは注目に価する｡

2次長期開発では､移住事業の長期計画の目標を次のように掲げている｡

(1) 1,刃2,400世帯の森林居住者を移住地に取り込むことにより､生活の近代化･向上を

図ると共に,森林の乱開発､環境破壊を防止する｡

Q)総人口185百万人の内の15%､ 27百万人を占める最貧困層に農地を与え､農業生産に

従事させることによって､貧困からの脱出を図ると共に､農業生産の拡大を図る｡

β)既設及び新設の移住地､入植施設の拡大化､総合化を図ることにより､地域経済開

発の拠点としての新たな役割を果たさせる｡

(4)入植地への民間投資の導入を図る｡この促進のため移住省に常設の｢RISiness

II血rmadon Center on Transmigration Area @ICrA)｣を設置するo

(5)人口分布の均衡を図り､国土の均等な開発を計るo貧困層と原住民の生活向上を図

るため､特に国土の東部地域の開発に重点を置く｡

インドネシア国の近年の急速な経済発展は､主としてジャカルタ及びジャワを中心に一

極集中的であった｡このため､自然増の他に就労機会を求める社会増を含めて､ジャワの

人口は毎年約2.5百万人づつ増加している｡ 1993年センサスによれば､全国の人口185百万

人に対して､面積が全島の7%に過ぎないジャワ島の人口は58%､ 107.5百万人に及ぶ｡一

方､政府事業の移住は､増加人口の1/10の年間25万人が程度が限界である｡

この過密過疎の緩和･解消には､政府事業と同時に民活を導入して､外島の移住地を中

心に経済開発圏を構成し､ジャワ島居住者に魅力を与え､自発的移動を駆り立てる事が重

要である｡比軟的取り威されてきた東部地域､カリマンタン､スラベシ､ヌサテンガラ_､

イリアンジャヤ､に重点を置くことが政府の方針である｡

第6次開発5ケ年計画における移住目標は表-18の通りである｡特徴的な点は､国費移

住者は年間6-8万人に対し､自費移住者の占める割合が年々増加していることである｡

これらに要する年度別予算は､次のように見積もられている｡すなわち､年間平均1兆3

千億ルピア(約e66億円) ､ 5ケ年計画線番6兆7千億ルピア(細,300億円)を計上して

いる○これは､国家予算の1.4%を占めるもので､政府の移住事業に対する真剣な取り組み､

すなわち貧困撲滅･地域経済開発にたいする姿勢を見ることができる｡

第2次長期開発計画期間内における開発5ケ年計画の開発目標値は表-19に､第6次開
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発計画5ケ年計画の経済開発目標値を表-20に示す｡

また､移住省がBAP托NASに要請した1994J95年協力案件(ブルーブック記載分)を

義-21に示す｡
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秦-13国家予算､移住予算及び協力予算の関係

会計年度 国家予算 移住予算

総額国際協力分協力率 給額予算率国際協力分協力率

1990/91

Rpbill.Rpbill.(%) Rpbill.(%)Rpbill.(%)

42,87311,28926.3 479.581.1(1.6)52.7811.0

1991/92 50,55510,37120.5 596.441.2(1.6)27.744.7

1992β3 56,1099,60017.1 796.251.4(2.0)85.1310.7

秦-14第1次-第4次開発5ケ年計画における移住事業の実施内容

項目 単位 第1次 第2次 第3次第4次 合計

(1969-73) (1974-78) (1979-83) (1984-88) (1969-88)

7○ロシ+ユタト数

家族

12 134 205 638 989

移住戸数 45,169 62,364 535,674 750,150 1,393,357

国費

自費

/y

/y

45,169 62,364 365,977 228,422 701,932

169,697 521,728 691,425

開墾面積 h 92,536 165,918 810,481 389,529 1,458,464

住宅建設 戸 39,436 62,364 367,343 170,207 639,350

給水施設 ケ所 4,625 3,225 116,232 51,156 175,238

モスク.チャーチ 樵 43 40 1,378 233 1,694

診療所 樵 29 646 117 792

職貞住宅 戸 119 155 4,756 479 5,509

倉庫 樵 57 58 1,144 355 1,614

道路建設 Km 684 26,061 20,451 47,196

橋梁架設 ケ所 13,59556,24169,836

秦- 1 5 第5次5ケ年計画までの移住実績

5ケ年計画 期間 移住家族数(p-) 移住者(人)

5ケ年計画以前 1950-1968 98,751 404,979

第1次5ケ年計画 1968/69-1973/74 40,268 185,184

第2次5ケ年計画 1973/74-1978/79 82,959 366,421

第3次5ケ年計画 1978/79-1983/84 535,474 2,141,900

第4次5ケ年計画 1983/84-1988/89 750,150 2,255,256

第5次5ケ年計画 1988/89-1993/94 216,loo♯ 837,701'

合計 1,723,702 6,191,414

I:推定値

資料:移住省1994年
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秦- 1 6 移住家族の移住先

移住先 移住家族数(戸) (%)

スマトラ島 1,055,921 63.07

カリマンタン島 357,725 21.37

スラウェシ島 170,213 10.17

イリアンジャヤ島 56,883 3.40

その他 33,368 1.99

資料:移住省1994年

秦- 1 7 第5次開発5ケ年計画における移住事業の実施内容

項目 単位 当初5ケ年計画 4年まで完了分 進捗率 備考

(1989-1993) (1989-92) (%)

7○ロシ寸ユタト数

家族

776

37.6

37.6

50%の目標達成移住戸数 550,000 206,819

国費 〟 180,000 104,018 困難の見込み

自費 〟 370,000 111,801

開墾面積 h 269,650

住宅建設 戸 550,000 201,817

給水施設

モスク.チャーチ

診療所

職月住宅

ケ所

樵

樵

戸

137,000 181,991

828

414

990

132.0

倉庫 樵 747

道路建設 Km 10,221

橋梁架設 ケ所 44,450

秦-18 第6次5ケ年計画

年度

国費移住者 自費移住者 合計 事業予算

(戸) (戸) (戸) (millionRP)(百万円)

1994/95 60,0(氾 15,000 75,000 1,213,021(60,651)

1995/96
-70,000

35,000 105,000 1,222,563(61,128)

1996/97 70,000 45,000 115,000 1,356,058(67,803)

1997/98 80,000 65,000 145,000 1,460,791(73,040)

1998/99 70,000 90,000 160,000 1,405,351(70,268)

計 350,000 250,000 600,000 6,657,784(332,890)

出典:移住省 Transmigration 1994年
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表- 1 9 第2次長期開発期間における開発5ケ年計画毎の開発目標値

項 目 第5次 第6次 第7次 第8次第9次 第10次

総G D P成長率(%)

-農業GDP成長率(%)

一工業GD
P成長率(%)

一他産業GDP成長率(%)
人口(百万人)

人口成長率(年率%)

一人当たりGDP
(百万ルヒ○ァ､1989年固定価格)

一人当たりGDP

( usS､ 1989年固定価格)

労働可能人口(百万人)

労働参加率

失業率( %

lllHlq
%

lll川Ⅶll川F

配q

労働人口(百万人)

労働人口の分野別割合( % )

-農
業

一工
業

一建設業

-その他

6.4 6.2

2.1 3.4

10.0 9.2

6.9 6.0

189. 1 204.4

1.7 1.6

1.18 1.47

685 776

145.5 161.3

55.9 57.7

3.0 2.5

78.8 90.7

48.2

12.6

4.6

34.6

0

3

5

つム

3
'
ー
'
5
.
3

6.6 7.1

3.5 3.5

9.4 9.4

6.3 6.8

219.4 233.6

1.4 1.3

1.89 2.50

984 1,303

176.0 190.4

57.9 59.5

2.5 2.3

103.2 115.9

0ノ

q′

4

(B

Oノ

5

′0

7

つJ

l

つJ

つJ

l

つJ

7.8 8.7

3.5 3.5

9.1 8.7

8.0 9.5

246.5 258.2

1.1 0.9

3.45 4.99

1,797 2,603

204.2 217. 1

61.1 62.1

2.2 2.0

128.1 139.9

5.9 32.0 28.5

7.4 19.0 20.7

7.1 7.8 8.6

9.6 41.2 42.2

出典: BAPPENAS
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表一20 第6次開発5ケ年計画における経済開発目標値

項目

第5次計画 第6次計画

1993β4 1994ノ951995/961996/971997β81998/99

人口(百万人) 189.1 192,2195.3198.3201.4204.4

人口増加率(%) 1.7 1.61.61.61.51.5

経済成長率(%) 6.0 6.06.06.26.46.6

-農業(%)
3.0 3.33.43.53.53.5

-鉱業(■%)
3.9 3.33.43.53.53.5

-製造業(%)
9.1 9.39.18.99.29.4

内石油/ガス部門を除く 10.0 10.010.110.310.510.7

-建設業(%)
7.5 8.08.08.38.58.7

-貿易.小売(%)
6.8 6.86.87.07.07.0

一連輸.通信(%)
7.0 7.47.47.88.08.6

-その他(%)
4.8 5.05.35.55.65.8

GDP

(百万usS､1989年固定価格)

一人当たりGDP

(usS､1989年固定価格)

分野別GDP割合

(1989年固定価格､%)

-農業(%)

129

685

20.1

135140146152159

700716734754776

19.619.118.618.117.6

-製造業(%)
21.2 21.922.523.123.724.4

-その他(%)
58.7 58.558.458.358.258.0

出典: BAPPENAS
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表- 2 1ブルーブック記載の移住省の開発案件
in thousand

No. ID ProjectTitle Prqject
Forei gn Local Total

1. 940495

2. 940522

3. 940523

4. 940524

5. 940525

6. 940541

7. 941129

8. 941144

9. 941145

10. 941218

ll. 941243

12. 941254

13. 940027

14. 940028

15. 940029

16. 940030

17. 940031

18. 940032

19. 940033

20. 941131

Human Resources Development Plannlng 27,082

and Direc也on of Regional Development

Activi也es

Sulawesi Area Development Project
(Eastern‥IslandsRegional Development

ProjectOti)

Eastem lsland Regional Development

Project OI

Westem Flores Integrated Area

Devdopment Prqject

Bobonaro Agdcul山ral and Rural

Development

Integrated Area Development for Napu

and Lindu Central Sulawesi

Development of Urban Fire Prevention

and Fire Fighting Systems

Policy and lmplementadon Support for

也e Development oh East lndonesia

Self-Helf Promotion for Low Income

Community in Cri也cal Area

Establishment an Urbanand Regional
Development lnstitute (URDI)

Rural Areas h丘･astmcture Development

Project

Development of Local Water Enterpnse

in West Java

Improvement of Food Crops Production

Through Increase of Intensive Land

Cultivation Under The Grant Aid from

the Government of Japan/Second Kennedy

Round 1994/95

Expansion of Projectfor Trainlng

Centers in Transmlgrant Sending Areas

and Receiving Areas

WFP-5090 RegionalDevelopment Through

Transmlgration Program

Improvement of Water Supply System for

Domestic Use in Settlement Areas

htegrated Setdement Development

Program for Transmigration Areas (ISDP)

Integrated Rural Settlement Program
･-for Transmigration Area (IRSDP)

RuralElectrification Using Solar

Home System

Rehabilitation and Upgrading of
Settlement Roads in Transmigration Areas

568 27,650

14,000 36,000 50,000

39,000 61,000 100,000

6,000 9,000 15,000

8,400 5,500 13,900

12,000 3,000 15,000

10,000 0 10,000

5,500 880 6,380

6,000 600 6,600

1,027 4,545 5,572

205,400 13,800 237,200

85,000 0 85,000

2,000 500 2,500

3,400 600 4,000

45,000 15,000 60,000

2,000

20,000

0 2,000

0 20,000

38,000 3,000 41,000

3,000

82,000

0 3,000

0 82,000

SectorTota1 614,810 171,993 786,803

Source: BAPPENAS Projectand TechnicalAssistance Proposals 1994/95
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ンバン地区では､セパンパンⅠ -Ⅵの8,681戸の移住者と既存の2,0(刀戸を対象とし､その

対象農地は9,000ヘクタールとしている｡

このため､ 1986-1991年に世銀が実施したD/Dの見直しを行うと共に､同地区のF/S

調査を行い､セパンパン地域移住地2次開発を実施する事を目的とする｡

4.プロジェクトの開発計画

(1)プロジェクトの現状

セパンパン地域には､ 1978/79年から1993β4年にかけて10,826家族の入植が実施されてお

り､入植者総数は45,339人に上っている｡配分農地は約21,600ヘクタールである｡

入植地は幹線道路より入植地までの連絡道路により接続されている｡舗装は砂利舗装で

あり､河川横断には橋梁が架設されているが､大部分は木橋であり､補修の必要な物も見

られた｡

入植者には農地2lnが配分されている.その内訳は､ o.25haが住宅地及び家庭菜園用地､

o.75hが住宅地から1km以内に家族が生活するための生活食糧生産用地､残りの1hが住

宅地から2bn以内に現金収入用の作物栽培用地として配分されている｡

配分された用地での栽培作物は､低平地で小河川が存在する地域では水稲が栽培されて

いるが､他の大部分は大豆､トウモロコシ等の穀類が栽培されている.水稲の単位収量が

年2期作で-2ton伽とかなり低収量である｡

配分されて用地への潅概用水は､小河川のある地域では堰･用水路により潅概が実施さ

れているが､畑作物への潅概は天水に頼っている｡

圃場内の排水路はもちろん､一次､二次の排水路も殆ど無いため､洪水処理･地下水管

理ができず､農作業の効率を落とし､収量を減少させている｡また､圃場内の道路はもち

ろん､農業用道路は殆どない｡このため､農作業は著しく低能率で､特に運搬作業は困難

となる｡

生産資材､トラクタ一等の農業機械､生産物を収納する倉庫､運搬車量等の付帯施設が

著しく不備である｡トラクタ一等の農業機械は､日本からの無償援助(KR[)により導

入されているが絶対量が不足しているのと､メンテナンスが不備なため使用できる数に限

りがある｡

また､入植地の飲雑用水は地下水によるのが大半であるが､地区によっては地下水利用

が困難な地区も見られ､屋根等に降った雨水を貯留し飲用水としている地区もあり､地元

農民から飲雑用水施設導入の強い要望も見られた｡

(2)プロジェクトの開発計画

入植者には2hの用地と住宅が配分されており､生活基盤は確立されている｡配分用地

は固定されているため､生産量の増加等は単収･作付け回数･質の向上によることとなる｡

すなわち､潅概施設の導入､新しい農業技術の導入が不可欠である｡

1)水源施設の確保

潅概及び飲雑用水を確保するための水源施設が不可欠である｡地形を利用した溜池､堰

等を導入し水源を確保する｡
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2)送水施設

水源施設より末端圃場までの､幹･支線用水路の新設｡

3)農道施設

圃場内には農道が無く､物資の搬入出が困難である◇今後､多毛作を進めていくために

も､農業桟械の導入は不可避で､農道網の整備が必要となる｡

4)農業支援施設

農業倉庫､車庫､機械整備､運搬､集出荷､集会所等の農業を支援し､効率を向上させ

る施設が必要となる｡

5)農業機械化

現在､農作業の機械化は進んでおらず､人力が主体であるが､将来は､農業機械の導入

は避けられない｡

6)農民組織

農業共同組合,用水利用組合､農民金融組織､流通･市場体制,教育･普及体制等の整

備が必要｡

(3)開発計画の内容

上記の目的達成のため､以下の調査､計画を実施するo

1)社会経済調査

2)土地利用計画

3)農業開発計画

4)かんがい排水計画

9農村工業計画

6)農村開発計画

乃施設計画

8)農民組織計画

9)事業実施計画

10)事業評価

㈹調査期間

現地調査は､気象条件を考慮し､期別に分けて､次のように実施する｡

phase-I:乾期調査(5月-1 0月)

･基礎資料･情報の収集

･現況状況の把握

･全体計画の策定

･優先プロジェクトの選定

･中間報告書の作成
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第3章 セパンパン地域移住地2次開発事業の概要

1.プロジェクトの名称

南かノマンタン､セパンパン地域移住地2次開発事業

Transmigration Second Stage Development PrograminSebamban Area･ SouthKalimantan

2.プロジェクトの位置

インドネシアの北部に位置するカリマンタン島の南カリマンタン州の南部にセパンパン

地域は位置しており､南カリマンタンの州都であるバンジヤルマシンから南東に約170km､

車で約3時間の位置である｡

3.プロジェクトの背景

インドネシア政府は､ 1969年に第1次25ケ年長期開発計画を策定し､同時に第1次5ケ

年計画が発足してから､移住事業を政府の固定の政策として計画的に継続されてきた｡イ

ンドネシア国全体の第1次から第5次までの25ケ年間における移住事業の実績は､ 1,700千

世帯･ 6,2CO千人に達しているo 1991年から始まる第6次5ケ年計画では､ a)0千世帯の移

住を計画しており､人口過密地帯であるジャワ島･バリ島等からカリマンタン､スラベシ､

イリアンジャヤ等の過疎地域への移住を促進させる計画である｡

南か)マンタン州における総人口は2,611千人､人口密度は71人/kdである.各県･地域

の人口及び人口密度は､表-22に示すとおりであり､各県によりばらつきはあるものの､

タバロン､コタバルのように人口密度が39人/kd､ 24人/kniと小さい地域では､移住者を

受け入れる潜在的な可能性を持っている｡

南カリマンタン州における移住者の受け入れは､1953年から開始されており､第1次5ケ

年計画が始まる1969年までにはすでに2,747家族･ 12,139人の移住者を受け入れている｡第

1次から第5次までの25ケ年では66プロジェクト､ 45千家族･ 187千人を受け入れているo

これは約96,000ヘクタールの農地が新規に開墾され､各家族に配分されたことを意味するo

第3次5ケ年計画では18プロジェクト､ 22,368家族を受け入れている｡各年次の受け入れ

数を表-23に示す｡南カリマンタン州の総人口に対する移住者の割合は7.6%を占めており､

今後この割合は年々増加するものと思われる｡

本プロジェクトの予定地域であるセパンパン-の入棺は､第2次5ケ年計画の1978年よ

り始まり､第3次開発､第4次開発､第5次開発を経て10,826家族･45,339人の入植が実施

された｡入植地区名は､開発年次によりセパンパンⅠ-Ⅵ､及びセパンパン･サトイの計

7地区であるo入植年次及び入植数を表-24に､また､セパンパン地区の隣のジョロン地

域の入植状況を表-25に示す｡

セバンバン･サトイ地区は1993J94年の入植であるため移住省の行政管轄にあるが､他の

6地区はいずれも入植後5年以上経過しているため､州政府に行政が移管している｡

移住省は第2次長期計画においては､移住地を地域的にとりまとめて2次開発を行い､

外島の地域経済圏を構築するための核とする計画である｡移住省は世銀ローンにより1991

年度までに8地区のモデル2次開発を計画を策定した｡しかし､計画策走のみで実施には

至っていない｡セパンパン地区は､この8地区の内の1地区である｡世銀で実施したセバ

ー23-



FlしJ(fヽしHr

/ヽヽlJ1-ヽ＼ヽl.T.(L.

RURt^U(}rrJfJ(～)r<ヽEI

ヽFF.ヽrRヽ

lルkF^∪ー)r

FETt′ヽN(-E

BURt^∪OFし^WANL)

P∪RしH=fZEL^Tl(lN

8uRE^∪(～:OR(;ANIZ^TION

SE⊂RET^Rl^TE^Nr)MAヽ1CINC

8URt^UOFCENfR∧L

AFFllFtS

.-.…...I
L____ OFTRAININCFOR

N～MJCR^N丁S

OFRfSE^R⊂H▲ND

VELOPんlENT

OFD^T^^ND

ORんl∧TIO～

ETARl∧TfOF

OR^TECENER∧⊥

Pt⊂TORFOR

亡Cl()N人Ll

Pt⊂丁ORFOR

CION^t[l

ECTORFORlNSPt⊂rOR^TE

CENER^L lRtClON^L,Ill

LNSP(CTORFOR

A(C)ON^L(V

INSPtCTORFOll

lZtClON^LV

SE⊂RET^R)^TEOF

DIRE⊂TORATECfNER^L

OIRE⊂TOR^TEOFPROGRJWJNC

DEVt⊂OPMENT

DIRECTOR^TtOF^RE^L

Pt【P^R^T10N

lDIRE⊂TOR^TfOfENVIRONNENT^L

OIRECTOR^TE

CENEJuLOf

SETTLEMENT^NDJ人SSESNENT

ENV(RONNENT

DIRECTOR^TモOFし^NO

Pf(EP^R^TLON

DIRECTOR^TtOFHOUSJNC

PREP^R^TION

Sf⊂RET^R[ATEOF

DIRECTOR^TECENER^L

DIR亡⊂TOR^TEOFPROCJL^MNINC

DfVft,OFIM∈NT

DIRECTOR^TE

CEN亡R^I-OflD(RECTOR^TEOFCO仙lUNITY

仙OBluZ^T(ON^NDIDEV.&EXTENSIONSERVICfS
DEVfLOPMENT

DIRf⊂TOR^丁EOFMOVt-MEN丁

∧NDSfTTLEMfNT

DIRECTOR^T亡OF亡⊂ONOMJC

DfVEL,OPMENT

DーRE⊂TOFuTEOF5(Xl^LCULTURE

DEVELOP～lENT

LI''.:''J.I.
R丁TOTHEM(N)STERINREL∧TlON-.OISTRl⊂T/NUNJCIP^LOFFrCEOF

HIPOfIN丁EJuN51T(TU丁lONS^NODO▼SFRfSEND一NC′RE⊂EIVINC^Rt人S】

んt∧5S-PART)⊂lF,^TlON

TR^NSMICR^T[ON5ETTLE仙EN丁∪NITS

EXPtR丁TOTH∈MINISTERINOFFl⊂EIFZt⊂EIVINC^RE∧5J

REVIEW

∈X∈RTTOTHEMINISTERIN

J^IN^Rモ∧

■DEVELOFI仙ENT

EXPERTT()THENINISTERINTR^N5-

MICR^丁L()N^RE∧∈NVIRONMENT^ND

TR^.～S｣叫(-.R^NTSPOTEN⊂Y

⊂XPERーTOTー1亡MINISTERJN

～Pf⊂l^t^rf^lKSISEClt亡▼<RY

TO丁llFんlINISTER

22

(
M
6
6
L
[
9
S
'
O
N
3
3
}
U
3
凸
l
t
!
!
)
u
3
P
!
S
3
)
J
)

t]SJtO凸＼IN)tN31ES)ytl)仁Y⊃bsIS3yOJ

N
O
r
t
V
y
D
l
‡
S
N
V
∝
t
J
O
I
N
)
t
N
t
_
Y
J
3
凸

L
t
)
Y
H
U
N
O
l
1
く
Z
I
N
Y
D
∝
0



phase_II :雨期調査(1 1月-4月)
･

F/Sのための各分野の詳細調査

･各分野の開発計画の策定

･主要施設の計画設計

･事業費積算

･事業実施計画

･事業評価

･最終報告書の作成

F/Sを実施することにより､メニュー方式で個々の工種を洗い出し､優先順位を付け､

長期の施工計画をたてて実施する｡

財源についても､自国の負担､世銀､ ADB､ 2国間のローン､無償等を工種によって

導入するように､ F/Sにおいて提案する必要がある｡

(5)調査人員

調査･計画は､次の専門家と人･月によって､実施される｡

Phase
-I

(人･月)

専門分野 現地調査

1.団長/総括

2.気象･水文

3.かんがい

4.排水

5.栽培･営農

6.土壌･土地利用

7.農村開発/農村工業

8.農民組織

9.社会･経済

10.施設設計(1)

ll.施設設計(2)

12.施工･積算

13.事業評価

合 計

1

2

2

2

2

1

2

2

2

ー

1 7

国内調査

l

1

2

2

2

ー

2

1

ー

1

現地調査

2

2

3

2

2

3

2

2

3

3

3

2

72

Phase - Ⅱ

(人･月)

国内調査

2

2

3

2

3

3

3

2

2

2

3

2

92



カリマンタン.の人口及び人口密又秦-22

No.県
面積 人口 人口密度

世Ⅰ112) (千人) (人佃m2)

1BanjamlaSin
72 481 6,684

2Banjar
6,228 441 71

3TanahLaut
2,150 186 87

4BaritoKuala
3,284 226 69

5.Tap血
2,315 127 55

6HluSunaiSelatan
1,703 185 109

.ug

7HISunaiTenah
1,472 221 150

.uugg

8HuluSungaiUtara
2,772 276 look

9Tabalong
3,946 252 39

10Kotabaru
13,044312

24

合計 36,9852,伝ll
71

出典:移住省ハ◆げヤルマシン地方事務所1993年

3カリマンタン州における高､況-至-2
開発年次 入植年 7○ロシやユタ帽入植家族数 入植人数 備考

1次聞及以前 1953-1961 6 2,747 12,139
/充ヲ宅

第1次開怨 1969〝0-73/74 7 1,859 8,706
充ヲ宅

第2次開発 1974〝5-78/79 7 6,631 28,582
充

第3次開怨 1979/80-82/83 18 22,368 93,533
/兼ヲ石

第4次開発 1985/86-88/89 13 9,339 37,299

第5次開5R 1989/90-92/93 21 4,914 18,825
/充ヲ宅

合計 72 47,858 199,084

出典:移住省バげヤルマシン地方事務所1993年
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秦-24セパンパン地坪の入植状況

入植地 年次 入植年 入植家族 入植人数 備考

18SebambanI 第2次開発 1978/79 2,000 8,568

20SebambanⅡ 第3次開発 1979/80 2,000 8,225

bⅢ 第3次開発 1979/80 1,650 6,940
21.Sebaman

bⅣ 第3次開発 1980/81 2,000 8,547
26.Sebaman

27SbambanV 第3次開発 1980/81 1,650 6,941

･__e

31.SebambanVI 第3次開発 1981/82 700 3,046

第4次開発 1984/85 526 1,972

69SebambanSatui 第5次開発 1993/94 300 1,100

小計
10,826 45,339

出典･.移住省ハやげヤ)Vマシン地方事務所1993年

I..､古､I:/

入植地 年次 入植年 入植家族 入植人数 備考

1Takisun 第1次開発以前 1953 724 2,595
g

14TajauPecah 第2次開発 1975/76 1,000 4,341

15Batuれ1ngku 第2次開発 1977/78 750 3,190

45.Pe1aihariPⅡと 第4次開発 1985/86

1986/87

1987/88

1988/89

696

500

656

771

2,735

1,948

2,747

3,170

46JoronAlur 第4次開発 1985/86 3∝) 1,066
g

47.PelaihariPR 第5次開発 1989/90

1990/91

245

50

980

183

49.Jorong

Asam-asamI 第5次開発 1990/91 500 1,913

〃Ⅱ 第5次開発 1991/92 450 1,831

/yⅢ 第5次開発 1992/93 300 1,280

61.SebubueⅠ 第5次開発 1991/92 100 349

〃Ⅱ 第5次開発 1992/93 150 554

70T◆unDewa 第5次開発 1993/94 250 930

.anJg

71TelagaL皿gSat 第5次開発 1992/93 150 567

小計
7,592 30,379

出典:移住省ハ○げヤルマシン地方事務所1993年
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第4章 ルーニングセンター拡充･強化事業計画の概要

1.プロジェクトの名称

トレーニングセンター拡充･強化事業計画

Expansion Projectof Training CerAer for TransmlgrantinSending触aTI
Receiving触

2.プロジェクトの位置

移住省は､送り出し州に7ケ所､受け入れ州に1 9ケ所のトレーニングセンターを所有

しており､移住者の事前教育と入植後の職業訓練･社会教育を実施している｡

これらのトレーニングセンターの内､整備の遅れている1
6ケ所のトレーニングセンタ

ーの建物､実習圃場､機械器具類の整備強化をOECFローンで実施するもので,その位

置は以下の通りである｡

oECFローン資金援助による整備強化

送り出し州

位置 州

1. Semaran CentralJava

2. Banyuw訂唱i East Java

3. Bandung West Java

4. Yogyakarta D･I･Yogyakarta

9. Semper DⅢ

10. Mataram West Nusa Tenggara

1 1. DeIPaSar Bali

12. Kupang East Nusa Tenggara

受け入れ州

位置

5. Rasau Jaya

6. Merauke

7. Pekanbaru

8. Ujung Pandang

13. Palangkaraya

14. Palu

1 5. Palembang

16. Ambon

州

West Kalimantan

hian Jaya

Riau

SouthSulawesi

CentralKalimantan

centralSulawesi

South Sumatera

Maluku

3.プロジェクトの背景

(1)移住計画

199)年統計での全国の有効雇用者数は7,1d)万人､失業者数は2,620万人であり､失業率

は26.8%にも上っているoジャワ島の農民2,150万世帯の内土地所有面積が0･5血以下または

土地無しの貧困農民が1,05X)万世帯あり､ 51%が貧困層か潜在失業者であるo政府が最大努

力し雇用機会を.1,15X'万増やしても第6次開発5ケ年計画の終わる199'年の失業者(世帯)
数を2,7CO-320万人と推計している｡臥PPE恥Sは､工業､農業分野主導でフル活動し

ても､失業者ゼロになるのは､第8次開発5ケ年計画の終わり､つまり劫C9年になると見

積もっている｡

農業分野に限っていえば､公共事業省､農業省､協同組合省等の省庁では､急激な雇用

機会の増大は無理と考えられる○移住省のみが急激に雇用機会を増大できる政府機関とい

える｡

政府の第6次5ケ年計画､及び第2次長期開発25ケ年計画の最大目標は｢貧困撲滅｣で､
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これは貧困の所得向上と共に､この膨大な失業者･無業者の解消にある｡このため､政府

はジャワ島等の過密地域の失業者･無業者を過疎地域に移住させる移住事業に重点を置く

政策を採っている｡一方､ジャワ島以外の外島における地元民の持っている農業技術はま

だ未発達で､移住事業により､ジャワ島から来る移住農民による地元氏-の技術の伝達に

ょり､地域の活性化を計ることも期待される○

第1次長期開発25ケ年計画では､ 1,765プロジェクト, 161万世帯､約720万人の移住を

完了し､また､ 1994年から始まる第6次開発5ケ年計画でも60万世帯､
300万人の移住を計

画しており､移住事業はインドネシア政府の固定政策として､人口の均一化･地域開発に

寄与している｡

(2)移住者研修

移住計画を進めるに当たり､ a)多くの移住者に知識の欠如及び業務に対する未熟度が

みられること､ b)多くの移住者に教育の低さ及び他人に対する依頼心がみられること､

c)また､移住地の農業適度､例えば､土地の低肥沃度､病害虫の発生､資金及び社会イ

ンフラの欠如(特に教育､医療)等の様々な障害に､移住省は直面している｡

上記の障害を考慮し､移住地開発の先兵としての移住者の~知乳業務に対する未熟度及

び姿勢を改善するとともに､人材育成にその優先度を置く｡又､前述のように､移住農民

には､地元民に対する技術の伝達という役割もある｡これに関連して､移住研修プログラ

ムは､移住計画の中で重要な役割を果たしており､適切な移住者に対する研修､研修施設､

確立した制度及び適切な研修法方により強化されなくてはならない｡

適切な移住者研修を通して､移住計画を順調に推進することができると共に､地域開発

計画を支持するための新しい時代の持続的開発を維持することができる｡移住計画を成功

させるための最も重要で基本的な一歩は移住者の初期研修であり､スタッフの充実である｡

移住省では､第6次開発5ケ年計画で68,000世帯のトレーニングを計画しており､この

内､農業関係で50,750世帯､農業以外で17,250世帯であるo 1994年から199締までの各年の

研修計画は表-26の通りであるo 1994年から1996年までの3年間には移住家族の15%､後

半の2年間は20%の研修計画を立てている○

(3)トレーニングセンター拡充･強化構想

移住省は､送り出し州に7ケ所､受け入れ州に19ケ所のルーニングセンターを所有し

ており､移住者の事前教育と入植後の職業訓練･社会教育を実施している｡送り出し州は

DKIIJakarta､ WestJava､ Central Java､ DIIYogyakarta､ East Java､ Bali､ Vkst Nusa Tenggara

であり､受け入れ州はSumatera島に8州､ Kalimantann島に4州､ Sulawesi島に4州､

Malulu､ Irian Jaya､ East Nusa Tenggara､ Timor Timurであり､各々1州に1ケ所のT
I/-

ニングセンターがあるo EastNusaTenggara州にはT I,-ニンダセンターはか､｡

年間約20万人の移住者に対して5%程度の中堅幹部移住者にトレーニングを実施してき

たが､第6次開発5ケ年計画では､ 15-200/.の中堅幹部移住者のトレーニングを計画して

いる｡此の急激な研修生の増加に村して､既存の設備では容量が不足しており､施設の拡

充･強化が不可欠である｡

既存のトレーニングセンター施設についてみれば､農業実習に必要な圃場を全く持たな

いTt,-ニングセンターや､持っていてもo.3hと非常に小さい圃場で実習を実施しているo
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宿舎､教室､事務室等の建物についても､移住省独自の建物を所有しているのはSemara喝

(centrd Jaw)､ MltaraEnⅣest NISa Tenggara)､ brpasarQ3di)程度で､他のトレーニングセン

ターでは他省管轄の公共施設を利用しているため､研修のための宿泊施設･研修室等が不

足している｡移住省で設定しているトレーニングセンターの標準設備を表-㌫=こ､また､

17トレーニングセンターの現況施設一覧を表-28､ 29に示す｡既存の施設と標準設備の対

比では､標準設備が100%設置されているトレーニングセンターは無く､不足設備の拡充･

強化が早急に望まれている｡

4.プロジェクトの内容

(1) OECFローン資金援助による整備強化

整備の遅れている1 6ケ所のトレーニングセンターの整備･強化をOECFローン資金

援助により実施する｡

建物､実習圃場用地の取得と整地はインドネシア側で手配し､研修用建物､事務室及び

必要機器類はOECFローン資金援助協力による｡

トレーニングセンターで実施するトレーニング内容は以下の通りである｡

1)選抜された中堅幹部移住者のトレーニング

①カリキュラム

･幹部教育(組織､共同作業等)

･農業(水稲､ソサイ､果樹､オイルパーム等)

･畜産(牛､山羊､鶏､アヒル等)

･水産

･手工芸､手工業等

②かんがい農業の修得

･水源(井戸及びファームポンド)

･うね聞かんがい技術

③機械を使用した農業技術の修得

･トラクター及びその付属機器

･防除

･建設機械(ブルドーザー等)

･機械の維持補修技術

施設規模の概要は以下の通りである｡

1)研修用施設

･研修用宿泊施設

･研修用教室

･ホール

･研修用事務室及びガレージ

･ワークショップ
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1,000皿2

500 m2

500 m2

2W m2

540 Ⅲf



･食堂･キッチン

･クリニック

･モスク

2)事務室

3)機器類

･研修用機器類(ビデオ､コンヒ○ユー?一等)

･車柄等

･トラクター等の農業機械

･ブルト-ザ一等の建設機械

4)かんがい施設

･水源施設

･うね聞かんがい施設

･散水かんがい施設

3∝) m2

60 m2

1CK) m2

2,500 m2

式
式
式
式

1

1

1

1
式
式
式

1

1

1

各地のトレーニングセンターの拡充･強化に必要な概算資金は､以下の通りであり､そ

の詳細は表-30及び31の通りであるo

T/C名 位 置 概算資金

Foreign Portion LocalPortion

Sending A悦

1. Semaran

2･ Banyuwang1

3･ B祖dung

4. Yogyakarta

5. Semper

6. Mataram

7･ Derpasar

8. Kupang

Central Java

East Java

West Java

D.I.Yogyakarta

DK[

West Nusa Te喝gara

Bali

East Nusa Tenggara

()VビT)

3,390,575,000

3
,643 ,500,000

3,643,500,000

3,325,500,000

3,5 13,500,000

3,1 65,500,000

3,150,500,000

3
,643 ,500,000

(US古) (US S)

( 1,615,000)

( 1,735,000)

( 1,735,000)

( 1,584,000)

( 1,673,000)

( 1,507,000)

( 1,500,000)

( 1,735,000)

270,000

270,000

270,000

260,000

75
,000

75,000

75
,000

75
,OCO

小 計

Receiving A陀a

9･ Rasau Jaya

10. Merauke

1 1. Pekanbam

1 2･ Ujung P弧(ユang

13･ Pal叫紳ya
14. Palu

15･ Palemb皿g

16. Ambon

West Kalimantan

Irian Jaya

Riau

South･Sulawesi

Central Kalimantan

CentralSulawesi

SouthSumatera

Maluku

27,476,075,000 (13,084,000) 1
,370,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,325,500,000

3,325,500,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,325,500,000

( 1,735,000) 270,000

( 1,735,000) 270,000

( 1,584,000) 260,000

( 1,584,000) 260,000

( 1
,735,000)

270,000

( 1
,735,000)

270,000

( 1
,735,000)

270,000

( 1
,584,000)

260,000

小 計 28,194,000,000 (13,417,000) 1,360,000

合 計 55,670,075,000 (26,501,000) 2,730,000
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(2)建設期間

建設期間は基本計画･詳細設計を含み1995年から4ケ年を予定する｡

項 目 建 設 期 間

1995年 1996年 1997年 1998年

基本設計･詳細設計

Sending A陀a

1. Semaran

2. Banyuwang1

3. Bandung

4. Yogyakarta

5. Semper

6. Mataram

7. rkrpasar

8. Kupang

Central Java

East Java

West Java

D.I.Yogyakarta

DIG

West Nusa TeI唱gara

Bali

East Nusa Tenggara

Receiving AI現

9. Ra5au Jaya

10. Mera止e

1 1. Pekanbaru

12. Ujung Pandang

13. Palangkaraya

14. Palu

15. Palembang

16. Ambon

West Kalimantan

ham Jaya

Riau

South Sulawesi

CentralKalimantan

Central Sulawesi

Sou也Sumatera

M aluku
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秦- 26 第6次5ケ年計画における訓練計画

No Year

sendingArea(familly)rReceivingArea(familly)Totalfamilly

Agricu1山ral Non-Agricultur1 Agricu一tural Non-Agricultur1 Agricultural Non-Agricu仙rl

1 1994/95 5,650 1,850 3,300 1,100 8,950 2,950

2 1995/96 6,600 2,200 3,350 1,250 9,950 3,450

3 1996/97 6,600 2,200 3,350 1,250 9,950 3,450

4 1997/98 7,550 2,500 4,400 1,450 ll,950 3,950

5 1998/99 6,600 2,200 3,350 1,250 9,950 3,450

Total 33,000 10,950 17,750 6,300 50,750 17,250
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秦-27 トレーニングセンターの標準設備

ⅠTEMS UNrr
M2

Ⅰ.LANDLOT

50

2,5001.TranslnlgrantShousesampleandvienlty

2.Balatransbuilding 5,000
3.Housesforoffices/instructors 2,500

4.Demonstrationplot 10.000

20,000

ⅠⅠ.BALATRANSBUILDNG

1.Dormitory 1,000

500

-bedroom

-ba也room 10

-laundryroom 5

2.Classroom(@100persons) 2

3.Hall 1 300
4.Library 1 200
5.OfBce 1 150

6.Garage 1 50

7.Workshop 4rm. 540
8.DinnlngrOOmandKitchen 1 300
9.We血ouse 1 120

10.Hea1山careunit 1 60
ll.Waterinstallation 1 50
12.Restroom 1

2

300
13.Parkingarea 500
14.Spotarea 400
15.Garden 530

III.HOUSEFOROFFICE佃寸STRUCTOR
5,000

1.HouseBtype

2.HouseCtype 5.
3.HouseDtype 7
4.CooperatiVehouse 1

15

IV.BALATRANSFACILITIES

1.WorkshopMachineries

2.MiniWbellTractor 2

3.Generator250KVA 3

4.Waterpnmp 1
5.Grasscutter 1

5

6.OfficeEquipments

-PC

-Caluculator 5

-Camera(moVieandpboto) 2

-ProjectorVideo 1

-Slidefhjector 1

-0Ve血eadPrqjector 1

-SollndSystem 1

-AirCondidoner 2
7.Vebicles

-Bus(35sits) 1

-Pick-up 3

-Jeep 2

-Motorcycle 5
8.Fulnitures

-Domitory 1set

-Classroom 1set

-Wearhouse 1set

-Office 1set

-Kichen 1set

-Dinningroom 1set

-Hea1也careunit 1set
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現ib亡1l-J-I-
_室主

Sebamban 地区 No｡1

は場状況

Sebamban 地区 No.2

は場､移住者住宅

Sebamban 地区 No.3

KR-Ⅱにより日本から供与

されたトラクタ-｡

故障後修理不可能のため

利用できない｡



表-28トレーニングセンターの現況施設

1.First Priority

Province/Location

ExistingCondition

LdBuilding
Practical

FarTn

Land

Facilities/Equipments

Office Class Dormitory Workshop Health

CareUnit

Library Kitchen Jlall Mosque Class Workshop Vehicle Equipment Otbers*

SendlngProVince

1.CentralJaVa:

a.Tegal
bS

+ Ⅹ Ⅹ Ⅹ El Ⅹ. Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅹ

･emarang
2.EastJaVa:

a.Banyuwang1

3.WestJaVa:

a.Bandug

4.D.I.Yogyakarta

a.Yogya

ReceiVingProVince

1.WestKlimantan:

a.RasauJaya

2.IrianJaya:

a.Merauke

3.Riau:

a.Pekanbaru
4.SouthSulawesi

a.■UjungPandang

Ⅹ

+

+

Ⅹ

+

十

+

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

+

E]

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

+

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

十

Ⅹ

Ⅹ

+

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

El

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

X

"otes:二三:…fま…三::三riateOthers*‥e.q.accomodationequlPmentS,etC.
x not available, training centres which have no land are using another buildings temporaly (regional office building, etc)



義-29トレーニングセンターの現況施設

2.Second Priority

Province/Location

EXistingCondition

Land

Building

Practical

Farm

Land

Facilities/Equipments

Office Class Dormitory Workshop Health

CareUnit

Library Kitchen flail Mosque Class Workshop Vebicle Equipment Others*

SendingProVince

1.DKI:

a.Semper

2.WestNusaTenggara:

a.Mataram

3.ぬri:

a.Denpasar

4.EastNusaTenggara:

a.Kupang

ReceiVingProVince

1.CentralKlimantan:

a.Palangkaraya

2.CentralSulawesi:

a.Palu

3.SouthSu爪atera:

a.Palembang

4.Maluku:

a.Ambon

十

+

+

Ⅹ

+

+

E]

Ⅹ

+

+

+

Ⅹ

+

+

El

+

+

Ⅹ

+

+

冗

Ⅹ

Ⅹ

+

+

X

Ⅹ

Ⅹ

+

+

Ⅹ

+

+

Ⅹ

+

+

+

Ⅹ

+

+

Ⅹ

Ⅹ

+

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Notes : + Sufficient others': e･q･accomodation equipments, etC.
-

not appropriate
x not available, training centres which have no land are using another buildings temporaly (regional office building, e上c)

3.Third Priority

ll receiving Provinces : Aceh, North Sumatera, West Sumatera'Janbi, Lampung'East Kalimantan, North Sulawesi,

Central Sulawesi, South East Sulawesi, Maluku, East Timor



義- 30 トレーニングセンター強化･拡充に要する概算費用のまとゆ

Na血eOrT/CA∫ea

ForeignPortion

I_DCalPortion

(USS)

Balatrans

Buildings

Building

forOfficers

Equipmentand

Facilities

Total(RP) (US古)

SendingArea

1.SemarangCentralJava 485,575,000 1,000,000,000 1,905,000,000 3,390,575,000 1,615,000 270,000

2.BanyuwangiEastJava 1,333,500,000 I,000,000,000 I,∃lo,000,000 3,643,500,000 1,735,000 270,000

3.BandungWestJava 1,333,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,643,500,000 1,735,000 270,000

4.YogyakartaD.Ⅰ.Yogyakarta 1,015,500,000 1,000,000,000 I,310,000,000 3,643,500,000 1,584,000 260,000

5.SemperDK1 1,203,500,000 1,000,000,000 1,∃lo,000,000 3,513,500,000 1,673.000 75,000

6.MataramWeStNusaTenggara 855,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,165.500,000 1,507,000 75,000

7,DenpasarBali 840,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,150,500,000 1,500,000 75,000

8.KupangEastNusaTenggara 1,333,500,000 1,000,000,000 1,ユlo,000,000 3,643,500,000 1,735,000 75,000

Sub-Total 8,401,075,000 8,000,000,000 ll,075,000,000 27,476,075,000 13,084,000 1,370,000

ReceivingArea

9.RasaJayaWestJaya 1,333,500,000 I,000,000,000 1,310,000,000 3,643,500,000 1,735,000 270,000

10,MertaukeⅠrianJaya 1,333,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,643,500,000 1,735,000 270,000

ll.pekanbaruRiau 1,015,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,325,500,000 1,584,000 260,000

12.UjungPandangSouthSulawesi 1,015,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,325,500,000 1,584,000 260,000

13.PalangkarayaCentralKalimantan 1,333,500,000 I,000,000,000 1,310,000,000 3,643,500,000 1,735,000 75,000

14.PaluCentralSulawesi 1,333,500,000 1,000,000,000 I,310,000,000 3,643.500,000 I,735,000 75,000

15.palembangSoutbSumatera 1,333,500,000 1,000,000,000 1,310,000,000 3,643,500,000 1,735,000 75,000

16.AmbonMaluku 1,015,500,000 i,000,000,000 1,310,000,000 3,325,500,000 1,584,000 75,000

Sub-Total 9,714,000,000 8,000,000,000 10,480,000,000 28,194,000,000 13,417,000 1,360,000

Total 18,115,075,000 16,000,000,000 21,555,000,000 55,670,075,000 26,501.000 2,730,000



義一31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 1/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

SendingArea

1.Semarang I.BalatransBuildings

400m2 150,000 60,000,000CentralJaVa 1.Dormitory

2.Classroorn 250m2 150,000 37,500,000

3.Hall 105m2 150,000 15,750,000

4.Office&Garage 120m2 200,000 24,000,000

5.Workshop 600m2 300,000 180,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 200m2 150,000 30,000,000

7.Wearbouse 178m2 150,000 26,700,000

8.HealthCareロnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 1lーnit 5,000,000 5,000,000

10.Hess 52m2 400,000 20,800,000

ll.ParkingArea 20m2 75,000 1,500,000

12.SportArea 847m2 75,000 63,525,000

13.Park 40m2 50,000 2,000,000

14.Hosque 32m2 150,000 4,800,000

Sub-TotalI 495,575,000

ⅠI.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Hachineries 7pk. 100,000,000 700,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop′Classroom

7pk.

7pk.

40,000,000

100,000,000

280,000,000

700,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 75,000,000 75,000,000

c.DinningRoom/Kitchen
1pk. 50,000,000 50,000,000

d.ⅢealthCareUnit 1pk. 50,000,000 50,000,000

e.Hall -1pk. 50,000,000 50,000,000

Sub-Tota1ⅠⅡ 1,905.,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,400,575,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 2/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠHPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

SendingArea

2.Banyuwang1 Ⅰ.BalatransBuildings

1,000rn之 300,000 300,000,000EastJaVa 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoorn&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearbouse- 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Heubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.I)inningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCare口nit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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義-31各トレーニングセンターのコスト内訳(3/16)

ⅠTEMTOBE VOLUME ロNⅠTPRⅠCE TOTAL

BAI.ATRANS ⅠMPROVED

3

(Rp) (Rp)
1 2 4 5

SendingArea

3.Bandung Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000
WestJaVa 1.Dormitory

2.Classroom 500血2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60m2 400,000 24,000,000

9.Waterlnstallation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-TotalII 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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義-31 各トレーニングセンターのコスト内訳(4/16)

BALATRANS

ITEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠHPROVED (Rp) (Rp)
1 2 4 5

SendingArea

4.Yogyakarta Ⅰ.BalatransBuildings

1,000rn2 150,000 150,000,000D.Ⅰ.Yogyakarta 1.Dormitory

2.Classroom 500rn2 300,000 150,000,000

3.Hall 500rn2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareロnit 60m2 200,000 12,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6tーnit 5,000,000 30,000,000.

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,015,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Slユb-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Heubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoon/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealtbCareロnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,325,500,000
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義一31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 5/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOISE VOLUHE

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

SendingArea

5.Semper Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000DKI 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 150,000 75,000,UQO

4.Office&Garage 200m2 200,000 40,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinElingRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearbouse 120m2 300,000 36,000,000

8.flealthCareUnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6口nit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300rn2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400rn之 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 150,000 15,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,203,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Hachineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCare口nit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Fall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1ⅠⅡ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,513,500,000
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表一31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 6/16)

BALATRANS

ITEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)
1 2 4 5

SendingAi.ea

6.Mataram Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 150,000 150,000,000WestNusa 1.Dormitory

Tenggara 2.Classrooーれ 500Jn2 150,000 75,000,000

3.Hall 500m2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 200,000 40,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 150,000 45,000,000

7.Wearbouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60m2 200,000 12,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530Jn2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 855,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

III.EquiprnentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoorn/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareロnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,165,500,000
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義一31各トレーニングセンターのコスト内訳(7/16)

BALATRANS

ITEMTOBE VOLUME

3

UNⅠTPRⅠCE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)
1 2 4 5

SendingArea

7.Denpasar I.BalatransBuildings

1,000m2 150,000 150,000,000Bali 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 150,000 75,000,000

3.Hall 500m2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 200,000 40,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 150,000 45,000,000

7.Wearbouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60rn2 200,000 12,000,000

9.Waterlnstallation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m之 150,000 15,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 840,500,000

II.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vebicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,150,500,000
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義一31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 8/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME tJNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED

3

(Rp) (Rp)
1 2 4 5

SendingArea

8.Kupang I.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000EastNusa 1.Dormitory

Tenggara 2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoorn&Eitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealtbCareロnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tqta1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳( 9/16)

BALATRANS

ITEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

ReceivingArea

9.RasauJaya I.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000WestEalimantan 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

HI.EquiprnentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop′Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

-e.Hall
1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳(10/16)

BALATRANS

ⅠTEHTOBE VOI.UME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

ReceiVingArea

10.Merauke I.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000ⅠrianJaya 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearbouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealtbCareUnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Worksbop′Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.I)inningRoom/Kitchen
1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.tlal1 1pk. 100,000,000 100,000,000

Slユb-Tota1ⅡⅠ
.1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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表 -31 各トレ-ニングセンターのコスト内訳(ll/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME

3

口NⅠTPRⅠCE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

ReceiVingArea

ll.Pakanbaru Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 150,000 150,000,000Riau 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealtbCare口nit 60m2 200,000 12,000,000

9.Waterlnstallation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-TotalI 1,015,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

III.EquipnentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vebicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCare口nit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-ⅠⅠⅠ) 3,325,500,000
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義 一31 各トレーニングセンターのコスト内訳(12/16)

BALATRANS

ⅠTEIⅠTOBE VOLUME

3

口NⅠTPRⅠCE TOTAL

ⅠHPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

ReceivingArea

12.UjungPandang I.BalatransBuildings

1,000m2 150,000 150,000,000SouthSulawesi 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120mヱ 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60m2 200,000 12,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,015,500,000

II.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000.

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen
1pk. 100,000,000 100,000,000

d.BealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-ⅠⅠⅠ) 3,325,500,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳(13/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOI.UME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp~)

1 2 4 5

ReceiVingArea

13.Palangkaraya I.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000Central 1.Dormitory

Kalimantan 2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoon&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearbouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCaretJnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

ⅠⅠ.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

ⅠⅡ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Eitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳(14/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME

3

UNⅠTPRⅠCE TOTAL

IMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

ReceiVingArea

14.Palu Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000Central 1.Dormitory

Sulawesi 2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80■,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.I)inningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCaⅠ､etlnit 60Tn2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

II.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

班.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vebicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareロnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

.Sub-Tota1Ⅲ
1,310,000,000

Total(Ⅰ-~Ⅲ) 3,643,500,000
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義 一31 各トレーニングセンターのコスト内訳(15/16)

BALATRANS

ITEMTOBE VOLUME

3

UNⅠTPRⅠCE TOTAⅠ一

ⅠHPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

SendingArea

15.Palembang Ⅰ.BalatransBuildings

1,000m2 300,000 300,000,000SoutbSumatera 1.Dormitory

2.Classroom 500m2 300,000 150,000,000

3.Hall 500m2 300,000 150,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 300,000 162,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareロnit 60m2 400,000 24,000,000

9.WaterⅠnsta11ation 6Unit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque 100m2 300,000- 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,333,500,000

II.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EquipmentandFacilities

1.Machineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,643,500,000
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表 -31 各トレーニングセンターのコスト内訳(16/16)

BALATRANS

ⅠTEMTOBE VOLUME

3

UNITPRICE TOTAL

ⅠMPROVED (Rp) (Rp)

1 2 4 5

SendingArea

16.Ambon I.BalatransBuildings

1,000m2 150,000 150,000,000Maluku 1.Dormitory

2.Classroorn 500m2 300,000 150,000,000

3.Fall 500m2 150,000 75,000,000

4.Office&Garage 200m2 400,000 80,000,000

5.Workshop 540m2 150,000 81,000,000

6.DinningRoom&Kitchen 300m2 300,000 90,000,000

7.Wearhouse 120m2 300,000 36,000,000

8.HealthCareUnit 60rn2 200,000 12,000,000

9.VaterⅠnsta11ation 6ロnit 5,000,000 30,000,000

10.Mess 300m2 400,000 120,000,000

ll.ParkingArea 500m2 150,000 75,000,000

12.SportArea 400m2 150,000 60,000,000

13.Park 530m2 50,000 26,500,000

14.Mosque lOOm2 300,000 30,000,000

Sub-Tota1Ⅰ 1,015,500,000

II.BuildingforOfficers 2,500m2 400,000 1,000,000,000

Sub-Tota1ⅠⅠ 1,000,000,000

Ⅲ.EqllipmentandFacilities

1.Hachineries 6pk. 100,000,000 600,000,000

2.Vehicless

3.Meubelair

a.Workshop/Classroom

4pk.

1pk.

40,000,000

100,000,000

160,000,000

100,000,000

b.OfficeEquipment 1pk. 150,000,000 150,000,000

c.DinningRoom/Kitchen 1pk. 100,000,000 100,000,000

d.HealthCareUnit 1pk. 100,000,000 100,000,000

e.Hall 1pk. 100,000,000 100,000,000

Sub-Tota1Ⅲ 1,310,000,000

Total(Ⅰ-Ⅲ) 3,325,500,000
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Semaran　地区　No．1

トレーニングセンター

全景

Semaran　地区　N0．2

トレーニングセンター

苗床実習ほ場

Semaran　地区　No．3

トレーニングセンター

実習用ほ場

充分な広さとは言いがた

い。
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関係機関面会者

(1) JICAジャカルタ事務所

角田 字子

(2) JICA派遣専門家

望月 由三 移住省官房計画局

斉藤 俊樹 公共事業省水資源総局計画局

(3)農用地整備公団(J瓜DA)

鈴木 善博 熱帯林保全農業･農村開発実証調査団長

松本 省平 〝

金山 守 〝

(4)移住省

Mr. Z.A.Maulani

Mr. MP. Sinatupang

Mr. IndrawanSoelaenan

Mr. Guntur Witjaksono
Mr. Tormy Sunartono

Mrs. Kuskasriati

Mr. Sarwoko Siswoko

Mr. Ac上皿ad Mawardi

Hr. Sunjoto

Mr. Dasrul AchAad

Ms. Retono Walmingsih

Ms. Restituta Walui

〝 団員

〟 団員

移住省官房局長

移住省官房計画局長

移住省官房計画局国際協力部長

移住省官房計画局国際協力課長

移住省畠房計画局国際協力課
移住省官房計画局トトニンク1tセンター施設課長

移住省南カリマンタン事務所所長

移住省南カリマンタン事務所

移住省中部ゾヤワ事務所所長

移住省官房計画局

移住省官房計画局

移住省官房計画局



調査日程

日 程 表

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

2

ll.20日

21月

成田

ゾヤ別け

ハ○ンシttヤル

シ小ヤカルタ

ハt'ンシ小ヤル

ゾヤ加け

〟

移動日CX501,719(10:35-19:20)

JⅠCA専門家と打合せ

移住省打合せ

3

4

5

22火

23水

24木

)t○ンゾヤル 公共事業省打合せ

マシン

シttヤ加け

セマラン

マシン 移動日MZ532
〟

′′

移住省南カリマンタン事務所と打合せ

ハ寸ンシ◆ヤルマシン.トレーニンク1tセンタ-打合せ

JALDA打合せ

南ヵt)マンタン.シ+ヨロン地区現地調査

南カリマンタン.セハ■ンハ○ン地区現地調査

6

7

25金

26土

ゾヤ加レタ

〟

)1小ンシ寸ヤルマシン市場調査

マシン

ゾヤカルタ

移動日MZ531

資料収集.整理

8 27日 セマラン 移動日MZ416

9

EE]

Eq

28月

29火

30水

セマラン

シナヤ加レタ

シ小ヤ加け

鹿田

ゾヤ加レタ

′′

′′

移住省セマラン事務所打合せ

セマラン.卜t'-ニンク+センター現地調査

資料収集

移住省打合せ

移住省打合せ

12 12.1木 移動日CX718

調査団員並びに経歴

1.横滞 誠 生年月日

学 歴

職 歴

2.多田 昭二 生年月日

学 歴

職 歴

3.岩井 功

昭和19年5月 3日

昭和42年3月 東京農工大学 卒業

平成5年4月-現在 太陽コンサルタンツ(秩)専務取締役

昭和11年6月4日

昭和35年3月 愛媛大学 卒業

平成4年4月-現在 太陽コンサルタンツ(秩)九州支社大分事務所

副事務所長

生年月日 昭和22年7月18日

学 歴 昭和45年3月 新潟大学 卒業

職 歴 平成5年4月-現在 太陽コンサルタンツ(秩)技術本部主幹

4.福永 知義 生年月日 昭和38年12月13日

学 歴 平成1年

職 歴 平成6年

5.中野 夏子 生年月日 昭和46年

学 歴 平成6年

職 歴 平成6年

3月 京都大学 卒業

4月-現在 太陽コンサルタンツ(秩)技術本部主任技師

8月1日

3月 早稲田大学 卒業

4月-現在 太陽コンサルタンツ(秩)技術本部技師補
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1. Background

The Republic of Indonesia isthe world,s largest island nation withanarchipelago of over

13,000 islands, and her totalland area is I,920,000 km2･ fivetimesthearea of Japan･ Her

d.main extends 4,800 km eastand west, from 95 degrees to 141 degrees east longitude,in

.ther words from Sapang onthe westemtip of Sumatra to Merauke in Irian Jaya (West Irian)･

From northto south, it stretches 1,600 km, straddlingthe equator from 6 degrees northlatitude

to ll degrees southlatitude･ The丘ve main islandsare Sumatra･ Java, Kalimantan, Sulawesi

and ldan Jaya.

The domain extends this broad equamialreglOn, SOthereare extreme regionaldifferences

such asthe variationinannualrainfallfrom l,500 mm in Surabaya to 3･200 mm in Menado･As

this is a hotand humid tropicalzone,the average monthly temperature is largely constant at

26-28｡C withhumidity of around 80% yearround･ Around 80% of rainfall is concentratedin

the rainy Season between December and March･

According tothe 1992 nationalcensus･the population was 186･l million･indicatingan

averageannualgrowthrate of l･98%･ Looking atthe population distribution betweenthe

islands, Java which is a mere 6･9% of the total1andarea holds 107 mnlion people･ 60% of the

nationaltotal. Next is Sumatra with36.4 million people, a 20% share･ Population density for

the country as a whole is 93 people per km2, butthis leaps up to 81弧m2inJava while it is

only 7/血2 inthe Moluccasand hanJaya･ Thusthe population
is far from uniform, being

heavily maldistributedamongthe
domain･

Indonesia･s economy
has been achieving steady growthsince the start of the First 51Year

Development Planin1969･ Economic growth was low for atime due tothe conapse of the

crude oil price, butthe average GDP growthrate duringthe Third 51YearDevelopment Plan

(April 1979-March 1984) was 6･0%･ Inthe丘rst halfofthe Fourth 5-YearDevelopment Plan

(Apr皿1984-March 1989),the slump
in oilandthe miningindustry stoppedthe growthat 215%

in 1985, but血erea氏er the plan made steady progress, reaching 5･7% in 1988･

In 1989 whenthe Fifth51YearDevelopment Planbegan,the economy was buoyed bythe

favorable state of the world economy which boosted prices of onand other prlmary Products

and GDP reached 7.5%.

The predicted growth in each sector andthe shares occupied bythe sectorsinthe Fifth5-

year Development Planis to be achieved by a 3･2% increaseinrice production inthe

KT- 1



agriculturalsectorand by accelerated exports of non-petroleum products and naturalgasinthe

manufactunng sector.

2. Transmlgration

2. 1 History of Transmigration Programs

IndonesiaTs transmigration programhas a comparatively long history, going back to 1905

when experienced farmers were relocated from Java to Sumatra to workinplantation

development･ Afterindependence in 1945, itbecame necessary to increasethe population of the

outer ~islands fortheir development as well as forthe reinforcement of nationaldefTense and

secunty, and to counter Java's boomlng population. nerefore,the transmlgration programhas

constantly been a key govemment policy. However,the policy was implemented on a relatively

sman scaleinthe first twentyyears. Since 1969 whenthe First 25-YearLong Term

Development Planwas enactedandthe First 5-Year Development Plangot under way,the

transmigration programhas been implemented in a cominuous and systematic way as a fixed

policy･ In the 25 years spannlngthe first five of the five yearplans,the transmlgration program

has relocated 1.7 million households, a totalof 6.2 millionpeople.

Atthe reconstruction of the CabinetinMarch 1993,the name ''the Ministry of

Transmigration-- was changed to ''the Ministry of Transmigration and Forest Squatter

Resedement" (hereinafterreferred to as ''the Mimistry of Transmigration'.).This new name

reflectsthe new development of the policy which takes large numbers of indigenous peoples,

who livesinthe tropical forests with a traditionalway of life based on shifting cultivation, into

sedementareas andgives them jobsinagriculture and other fields and educational

o p p ortunities.

2･ 2lmplementation System of the Transmlgration Program

ne Mimistry of Transmigration consists of three directorate generalsinaddition tothe

secretariat generalinthe main office and regionaloffices in each province･

Ofthese directorate generals,the Directorate General of Settlementand Environment is the

center for technics, being responsible for land selection for transmlgration setdement, land

acqulSltlOn, Planning and design, promotion of construction, its supervISlngand other duties･

The Directorate Generalof Mobnization Development is responsible for recru1tlng Settlers,

educatlng and training, moving and settlingand guiding on livingand farm1ng.
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The Mimistry of Transmigration has 3,000 staffsinthe main officeand 15,000 staffsin

the regionaloffices, totaung 18,000 staffs･

The annualbudget forthe transmlgration programrises yearafter year, reaching 800

billion Rupiahinthe year 1992/93 (equivalentto approximately ¥40 billion)･nis is l･4% of

the nationalbudget, a figure
whichgivesanidea of the govemment's vigorous approach tothe

transmlgration program.

The nationalbudget is sharply increaslng by more than10% per year･ butthe contribution

tothe budget provided by foreign governmentsand other intemationalorganization is falling

yearafter year, bothinterms of shareand of absolute amount･ This is dueinpart to withdrawal

of the World Bankand Europeangovernments which were major donors butare nowin

financialdifficulties, but morethananything elsethe falling proportion of foreign Input

indicates血e size of lndonesia-s丘scal expansion due to economic growtb･

Recruiting, educating/traimingand moving setdersare camied outinaccordance withthe

Ministry of Transmlgration-s own standards, on the basis of consolidated facilities and its long

expedence.

In recmiting transmigration families,the Ministry of Transmigration gives priority to

landless farmers,those cultivahg plots too small to sustaintheir families, poor fishermen,

homeless forest squatters, joblesscitydwellersand people who have a specialskill･ Families

living lnareathat have suffered naturaldisasters
-

earthquakes,flooding or volcanic erupt10nS,

for example
-

are pnme candidates asarethoseliving ln Protected forestareas and overcrowded

fishing locations.

Generalrequrements for future transmlgrantS are aS follows:

a. bdonesian citizenship

b. Migrate at free will

c･ Being real farmers or having a specialskill requiredinthe location of transmlgration

setdement

d. Good health, confirmed witha doctorTs certificate

e. Good behaviour, con丘med wi也a police statement

f. Religious

g ･ Mamied, withthe except10n Ofthose having a specialskill or specialtransmlgrantS

(whoare trained atthe Transmigration Traiming Section)

h. Age of也e bead of the血nily
- 20-40

i. Never transmlgrated before

j. Loyal tothe regulations of the transmlgration

k. Age of members of the family: 6 months to 60 years
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2.3 Movements in血e First Four Five Ye∬ Development Plans

The First 25-YearLong Term Development Planandthe First 5-YearDevelopment Plan

began atthe sametime asthe current Suharto reglme. Projectshave been implementedin989

areasandthe number of households relocated, mainlyfrom Java, has reached l･4 mi11ion･ The

area of reclaimed land is 1.46 million hectares (the totalcomes twice as much at血托e mnlion

hectaresincludingallocated land),andthe totallengthof roads constructed is 47,200 km･As

well as water supplyand houslng for accommodation,therearethe associated socialfacihties

such as schools, storehouses, mosques and climics inthe setuement areas･ Moreover,

spontaneous transmlgrantSinclude large numbers of carpenters, blacksmiths･ barbers･ tailors,

grocers, restaurant keepers, etc･ as well as farmers

Sumatera isthe main destination, taking 63%, followed by Kalimantanand Sulawesi･ In

future,the emphasis will be laid on IrianJaya, Kalimantanand Sulawesi which have low

populadon denslty.

However, itis not possible to saythat an cases■ have been successful･ It seemsthataround

20% of sedementareasare unable to achieve independence even 10-15 years after setdement,

because of the low productivitydue to poor drainage, unimigated land, etcI Second stage

development or rehabilitation is urgendy needed･

2.4 Contents and Progress of血e Fif血Five Year Development Plan

rnle number of migrant families had been climbing steadily beforethe Fourth5-Year

Development Planand underthis planit rose to 750,000 families,

The number of proJeCtSinthe first four years of the Fifth 51YearDevelopment Plan is

776, but agamstthe planned 550,000 migrant families, only 206,000 families have been setded,

only 38% of血e target･ Due もo血e demands of血e times,血e needs of也e se山ement areas and

their facilitiesare expanding and project budgetsare rlSlng･ The fallinthe number of migrant

families is not due to'anincrease in stable employment prospects in Java, rather it is becausethe

poor people are clinging totheir precarious existenceinthe hope of a ''bubble" economic

uptum･

The Fifth5-YearDevelopment Planis distinguished bytheinclusion of the indigenous

people of sedement areas as well as mlgrantS. The object
is to involvethe indigenous people

whoare hunter-gatherers or shifting cultivation farmers andinorder to setde them permanently･
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215 Contents of the SixthFive YearDevelopment Planandthe Second Long Term (25 year)
Development Plan

The First 25-YearLong TermDevelopment Plan(1969-1993),although encountering

some problems, 1t Produced overall considerable results throughteclmocratsglVlng PnOnty tO

maCrOeCOnOmlCS.

The Second 25-YearLong Term Development Planwhich started in 1994 has tendency of

shifting to a more pragmatic policy approach, i･e･, microeconomics, development of human

resources, etcリtaking some reflection onthe restructure programinto consideration･ The

change of name fromthe Ministry of Transmigration tothe Ministry of Transmigration and

Forest Squatter Resetdement merits attention.

The Second 251YearLong Term Development Planputsthe followlng
Objectivesforthe

transmlgration program.s long term plan,

(1) Tbeinvolvement of 1,502,400 forest squatters'families into the setdementareas is to

modemizeand improvetheir living standardand prevents uncontrolled exploitation of

forestand environmentaldamage･

(2) The poorest class of society, 27 minion people who make up 15% of the total

population of 185 million, is to escape from povertyby giving farm lands and making

them work for agriculture,and itincreases agriculturalproduction as wen･

(3) Setdementareas are to be performedtheir new roles as centers of regionaleconomic

development, by means of expansion andintegration of existlngand new setdement

areasandtheir facilities.

(4) Private sectorinvestment is to beintroducedintothe setdement areas. To promote this

investment, "Business Information Center for Transmigration Areas" (BICTA) is to be

permanently established inthe Ministry of Transmlgration･

(5) Even development of the whole of the countryrsarea is to be planned as a means of

balanclng population distribution,the focus of development is to be placed onthe East

reglOn Of也e country ln Order to血prove血e living standards of也e poor and也e

indigenous people･
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Indonesia.s rapid economic development in recent years has been concentrated around

Jakartaandthe rest of Java, sothe population of this island is nslng due to bothnaturalincrease

andthe socialincrease produced by job seekers. Therefor,the population of Javarisesaround

2.5 milhonannually･ According tothe 1990 censusthe totalnadonalpopulation was 185

million and也at of Java, which ba£ 0山y 7% of血e land area, was lO7･5 million, a 58% sbare･

Against thisincrease,the number of people transmlgrated bythe transmlgration programequals

only one tenthofthe population increase,around 250,000annual1y･

To ease and vanishthe overpopulationand depopulation, it is vitalthatthe government

programis to be accompanied bythe introduction of private sector acdvityto formeconomic

development zones centenng onthe sedementareas onthe outer islands･ These would attract

the residents of Javaand stimulatethe spontaneous mlgration･ The government'saim is to focus

onthe eastem reglOn
- Kalimantan, Sulawesi, Nusa Tenggaraand IrianJaya -

which has until

now been comparatively leftout of the economic development･

The target figures of the transmlgration program underthe Sixth5-YearDevelopment

Planare shown inthe following table. One characteristic point isthat agalnStthe 60,000 -

80,000 people who settleannually at the state's expense,the proportion who do so attheir own

expense is rlSlng year by year. ne budget required for each yearis estimated as follows･ The

average budget per year is to be 1.3 trilhon Rupiah (approximately 66･6 billion
yen),

appropriatedfromthe totalofthe five yearplanwhich was 6.7由11ion Rupiah (approximately

330 billion
yen).

This is a 1,4% share of the nadonalbudget which indicatesthe seriousness

with whichthe government is tackling its transmlgration programand itsaims of eliminating

poverty and developmg血e reglOnS.

The 6th5 Year Phn

FiscalYear

Migrantsby

national

Migrantsby

self
Total Budget

e笥n.賢es
expenditures

(Houseー
(ヨouse) (millionRP)(milliomyen)

1994/95 60,000 15iOOO 75,000 1,213,021(60,651)

l995/96 70,000 35,000 105,000 1,222,563(6l,l28)

1996/97 70,000 45,000 115,000 1,356,058(67,803)

1997/98 80,000 65,000 145,000 1,460,791(73,040)

1998/99 70,000 90,000 160,000 1,405,351(70,268)

Total 350,000 250,000 600,000 6,657,784(332,890)

Sowce: Milu'stly Of Transmig ration 1994
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3. Summary of Transmlgration Second Stage Development Program

in Sebamban Area, South Kalimantan

3. I ProjectBackground

since 1969 whenthe First 25-Year Long Term Development Planwas enacted bythe

Indonesiangovemment andthe First 5-YearDevelopment Plan got under way,the

transmlgration programs have been implemented in a continuousand systematic way as a fixed

policy･ b the 25 years spanning也e血st丘ve of血e 5-Year Development Plans nadonwide,也e

transmlgration programhas relocated l･7 million households with6･2 million people･ The Sixth

5-YearDevelopment Planwhich started in 1994 plansthe transmlgration of 600,000

households, spumngthe relocation of people from overpopulated Javaand Bali tothe sparsely

populated reg10nS Of Kalimantan, Sulawesiand IrianJaya･

The totalpopulation of SouthKalimantan is 2･61 I million whilethe population density lS

71 people此m2･ whilethere is variation between prefecturesthose withvery low denslty,areas

such as Tabalonand Kotabaruwith 39and 24 people収m2 have considerable latent potential for

血e receptlOn Of setders･

southKalimantanhas started to receive mlgrantS Since 1953and by 1969 whenthe First

5-YearDevelopment Planstarted,this province had already received 2,747 families with

12,139 people･ 血也e 25 years spamlng血e血st丘ve of也e 5-Year Development Plans,血e

province received 45,000 families with 187,000 people under
66 proJeCtS･ These projects

reclaimed a total of 96,000ha of agricultural1and which was distributed to each family･ Under

the Third 51Year Development Plan, 22,368 families were received under 18 proJeCtS･ The

mlgrantS now make up 7･6% of the population of SouthKalimantan andthis proportion is

likely to grow year after year from now on･

sebambanArea is situated inthe south of South KalimantanProvince onthe island of

Kalimantaninthe north of Indonesia. It is approximately 170 km southeast of Banjarmasin,the

province capitalof South Kalimantan,and ittakes aroundthree hours by carl

Setdement to Sebamban Area which is planned to bethe subjectof this project began

underthe Second 5-YearDevelopment Planin1978 and continued throughthe Third, Fourth

and Fifth 5-YearDevelopment Plans, setding 10,826 families with 45,339people･ The

settlementareas were namedinorder of development years as SebambanI - VIand Sebamban

Satoi, a totalof seven sites.
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SebambanSatoi was settled in 1993/94, so it is still underthe jurisdictionof the Ministry

ofTransmlgration butal1the other sites have been setded for over five yearsand soare under

the jurisdictionof the state government.

Underthe Second 25-YearLong Term Development Plan, the Ministry of Transmigration

will carry out secondary development of the setdement areas at a regional level to makethemthe

nucleus of a program for constructlng a reglOnal economic zone inthe outer islands. Using a

World Bank loanthe Ministry of Transmigradon adopted secondary development plans for

eight modelareas, butthese plans have not progressedany further towardthe implementation

stage･ Sebamban Area is one of the eight modelareas. The World Bank plan for Sebamban

Area tookthe 8,681 households of setdersinSebamban I - V as weu as 2,000 existlng nOn-

settler householdsandthe subject
landarea was 9,000 ha.

Tbe
objectiveof this project is to reviewthe detailed design implemented bythe World

Bankin1986-1991 as well as a feasibilitystudy of the region withthe a血of carrying outthe

secondary development
of SebambanSetdement Area.

3.2 Current Status of the Prqject

SebambanA陀a has received 10,826 families of settlers between 1978/79and 1993/94

andthe totalnumber of settlers has reached 45,339. Approximately 21,600 ha of land have

been allocated.

The settlement area is linked to main trunk roads via connectlng roads whichare surfaced

withgraveland have bridges forriver crosslngS, but most of the bridgesare made oftimberand

areinneed of improvement.

Setders receive anallotment of 2 ha of which 0.25 ha is for houslngand family garden

plots while O･75 ha is s/ituated within lkm of the home and is intended forthe family to produce

food crops to supportthemselves･ The remalnlng lha is situated within 2knof the home and is

intended forthe cultivation of crops fc.rincome･

The crops cultivated on theallotted landare paddy inthe lowland near rivers and mainly

soy beans, maize and other grains in other areas･ 1me annualyield of paddy is rather low at 2

ton/ha by double cropplng.

Irrigation water forthe allotted land is providedthroughditches and canals inthe areas

withrivers, but irngation of dry field crops relies solely on rainfall･
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Inthe fields, main and secondary drainage canalsare not equiped as well as on-fTlrm

drainage canals,and flood controland underground water managementare not able to be carried

out. This lowersthe efficiency of fan work and dimimishes crop yields･ Farming rOadsare

also lacked as well as on-firm firm roads, so cultivation efficiency lS extremely low andin

particularthe transportation of crops IS Very difficult.

Agriculturalmaterials, tractors and other farmmachinery, storehouse forthe harvest,

freightvehicles andall other equlPmentare desperately lacked. Tractors and other farm

machinery have been provided under Japan's Grant Aid (KRII), butthe absolute quantityis

insufficient. Their maintenance isalso deficient, sothe numbers which are operable is limited･

Groundwater is used mai山y fわr d血king and other purposes in血e se仕1ement areas.

However, in someareas, it is difficultto use groundwater and rain water collectedfrom rooftop

runoff is stored as drinking water. There is a strong desirefromthe farmers forthe introduction

of water supply facilities for drinkingand other purposes.

4. Scope or Works

4. 1 Prqject■sDevelopment Plan

Setders are provided with2 ha of land and a house, so the foundations for their livingare

settled･ The land provided is fixed, sothe increaseinharvest depends on improvement of unit

yield, frequency of cultivationand qualityof crops. This meansthe introduction of imgation

and new farmlng techniques isindispensable.

1) Securing water source facilities

Water supply facilities are essentialforthe supply of water for irngation, drinking and

other purposes. Reservoirs and weirs designed taking topography into account will be

血troduced to secure water supply.

2) Water dehvery facilities

New main and branch head races will be constructed to link water resources facilities

withon-firm facnities.

3) Fa皿rOads

Thereare no roads withinthe fields, sothe transport of materials is difficult･ Inthe

future, multiple cropping Will be encouraged, sothe introduction of mechamized farmlng

will be unavoidable and improvement of road network will be needed･
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4) Agriculture support facilities

Facihties such as agriculturalstorehouses, garages, maintenance centers, transport,

collectingand shipping centers and meetlng halls which support agricultureandincrease

efficiencyare required.

5) Mechamization of agriculture

The mechamization of agriculture is not advanced and human labor is stilldominant, but

forthe futuretheintroduction of farm machinery lS inevitable.

6) Farmers. organizations

Farmlng cooperatives, Water management cooperatives, farm finance organizations,

systems for distribution and marketing and systems for education and extension must be

builtup.

4.2 Content of血e Development Plan

The following Studies and plansare to be implemented to achievethe above objectives･

1) Socioeconomic study

2) Landusestudyandplan

3) Agriculturaldevelopment plan

4) Irrigationand drainageplan

5) Farming villageindustrialization plan

6) Faming village development plan

7) Planforfacilities

8) FaⅢner's organizations plan

9) Projectimplementation plan

10) Projectevaluation

4.3 Study Period

The丘eld suⅣey is divided into phases out of consideradon fわrclimatic conditions. It will

be implemented as follows.

Phase I: Dry season study (May to October)

- Gathering of basic materialand information

-Ascertalnlng Current conditions

- Determination of the overau plan

- Selection of priorityprojects
- Preparation of interim report
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Phase II: Wet season study (November to April)

- Detailed studyineach field for fTeasibilitystudy

- Determination of development plans for each field

- Planning and design of main facilities

- Calculation of project budget

- Projectimplementation plan

- Projectevaluation
- Preparation of finalreport

The construction planwill proceedthrough a feasibilitystudy to pick outthe construction

works in a menu style and assignthemanorder of priority.

Sources of funds -

e.g. nationalexpense, World Bank, ADB, bilateralloans, General

Grant Aid etc･ - must be proposedinthe feasibilitystudy･

4.4 Study Staff

ne study and planwill be camied out by experts inthe following fields withthe

following Person-mOnthsallocated.

Specialist Fiel d

1 ･ TeamLeader/Suznnary

2･ Climateand Hydrology

3. bigation

4. Dminage

Phase I

Field lnyestJg血on lnvestlgadon in Japan

(Manndonths)

I

2

2

2

5･ Cultiyation and Farming Operation 2

6. Soil and Land Use

7･ Development仙Idustrialization

of AgriculturalVillages

8･ Farmer.s Organi-zations

9･ societyand Economy

lot Facility Planning (1)

11･ Facility Planning (2)

12. Execution and Cost Calculation 1

13. Program Evaluation

1

1

2

2

2

1

Phase II

Field Investigation IJ)VeStlgation in Japan

(Man/Mant也s )

3

3

3

i

27

2

2

3

1

29To tal 17 14
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I. Background

The Republic of Indonesia isthe world･s largest island nation withanarchipelago of over

13,000 islands,and her total1and a陀a is 1,920,000 km2, fivetimesthe area of Japan･ Her

domainextends 4,800 km eastand west,from 95 degrees to 141 degrees east longitude,in

other words from Sapang on the westerntip of Sumatra to Merauke in IrianJaya叩est Irian)･

From north to south, itstretches 1,600 km, straddlingthe equator from 6 degrees northlatitude

to ll degrees south1atitude･ ne five main islandsare Sumatra･ Java, Kalimantan, Sulawesi

and IrianJaya.

The domain extendsthis broad equatorialreg10n, SOthereare extreme regionaldifferences

such asthe variationinannualminfallfrom 1,500 mm in Surabaya to 3,200 mm in Menado･As

this is a hot and humid tropicalzone,the average mondlly temperature is largely constant at

26-28｡C withhumidityof around 80% yearround･ Around 80% of rainfall is concentratedin

the rainy Season between Decemberand March･

According tothe 1992 nationalcensus, die population was 186･1 million･indicatmgan

averageannualgrowthrate of l･98%･ Looking atthe population distribution betweenthe

islands, Java which is a mere 6.9% of the totalland area holds 107 million people･ 60% of the

nationaltotal. Next is Sumatra with36.4 million people, a 20% share･ Population density for

the country as a whole is 93 people per km2, but this leaps up to 814n-2inJava while it is

only 7戊m2 inthe Moluccasand IrianJaya･ Thusthe population is far from uniform, being

heavily maldistributedamongthe domain･

Indonesia･s economy has been achieving steady growthsincethe start of the First 5-Year

Development Planin1969･ Economic growthwas
low for atime due tothe collapse of the

crude oil price, butthe average GDP growth rate duringthe Third 5-Year Development Plan

(April 1979-March 1984) was 6･0%. Inthe first half of the Fourth 5-Year Development Plan

(April 1984-March 1989),the slump in oilandthe mining industry stoppedthe growthat 2･5%

in 1985, butthereafterthe plan made steady progress, reaching 5･7% in 1988.

In 1989 when血e Fi弛5-Year Development Plan began,血e economy was buoyed by血e

favorable state of the world economy which boosted prices of oil and other primary Products

and GDP reached 7.5%.

The predicted growthin each sector andthe shares occupied bythe sectors inthe Fifth5-

year Development Planis to be achieved by a 312% increase inrice production
inthe
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agriculturalsector and by accelerated exports of non-petroleumproducts and naturalgasinthe

manufactunng sector･

2. Transm)gration

2. 1 History of Transmlgration Programs

lndonesia,s transmlgration programhas a comparatively
long history, going back to 1905

when experienced
farmers were relocated

from Java to Sumatra to workinplantation

development･ jWterindependencein1945,
itbecame necessary to increasethe population of the

outer islands fortheir development as well as forthe reinforcement of nationaldefhse and

secunty, and to counter Java.s boommg population･ Therefore,the transmigration programhas

constandy been a key govemment policy･ However･the policy was implemented on a relatively

small scaleinthe first twentyyears･ Since 1969 whenthe First 251YearLong Term

Development Plan was enacted andthe First 5-YearDevelopment Plangot under way,the

transmlgration programhas
been implemented in a continuous and systematic way as a丘xed

policy･ Inthe 25 years spannlngthe丘rst丘ve of the rlVe year Plans,the transmlgration program

has relocated I.7 million households, a totalof 6･2 million people.

Atthe reconstruction of the CabinetinMarch 1993,the name I.the Mimistry of

Transmigration" was changed to ‖the Mimis町Of Transmigrationand Forest Squatter

Resetdement-I (hereinafterreferred to as fTtheMinistry of Transmigration")I This new name

reflects the new development of the pohcy which takes large numbers of indigenous peoples･

wholivesinthe tropical forests with a traditionalway of life based on shifting cultivation,into

sefdementareasand givesthem jobs in agricultureand other fieldsand educational

o p p ortunities ･

2.2 Implementation System of the Transmlgration Program

The Mimistry of Transmigration consists of three directorate generalsinaddition tothe

secre血at general in血e main of丘ce and regional of丘ces in each pro血ce･

ofthese directorate generals,the Directorate General of Settlementand Environment is the

center for technics, being responsible for land selection for transmigration setdement,
land

acqulSltlOn, Plannlngand design, promotion of construction, its supervISlng and other
duties･

TYle Directorate General of Mobilization Development is responsible
for recru1tlng Settlers,

educating and tralnlng'mOVlng and sewing and guiding on living and farm1ng･
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2.3 Movementsinthe First Four Five YearDevelopment Plans

The First 25-Year Long Te- Development Plan and也e First 5-Year Development Plan

beganatthe sametime asthe current Suharto reglme･ Projectshave been implementedin989

areas andthe number of households relocated, mainly from Java, has reached l･4 minion･ The

area of reclaimed land is 1.46 million hectares (thetotalcomes twice as much atthree minion

hectaresincludingallocated land),andthe totallengthof roads constructed
is 47,200 km･As

weu as water supplyand houslng for accommodation,therearethe associated social facilities

such as schools, storehouses, mosquesand clinics inthe setdementareas･ Moreover･

spontaneous transmlgrantS include large numbers of carpenters, blacksmiths･ barbers･ tailors･

grocers, restaurant keepers, etc･ as well as farmers

sumatera isthe main destination, taking 63%, followed by Kalimantanand Sulawesi･ In

future,the emphasis win be laid on IrianJaya, Kalimantanand Sulawesi which have low

population denslty･

However, it is not possible to say thatal1 cases have been successfu1･ It seemsthat around

20% of setdement areas areunable to achieve independence even 10-15 years after settlement,

because of the low productivity due to poor drainage, unirrigated land, etc･ Second stage

development or rehabilitation isurgendy needed･

2.4 Contentsand Progress of die Fifth Five Year Development Plan

The number of migrant families had been climbing steadily beforethe Fourth5-Year

Development Planand underthis planit rose to 750,000 families･

The number of projects inthe first four years of the Fifth5-YearDevelopment Plan is

776, but agalnSt the planned 550,000 migrant families, only 206･000 families have been settled,

only 38% of the target･ Due tothe demands ofthetimes,the needs of the setdementareas and

their facilitiesare expanding and project budgets are rlSlng･ The fan inthe number of migrant

families is not due to an increase in stable employment prospects in Java, rather it is becausethe

poorpeopleare clinging totheir precarious existence inthe hope of a ''bubble" economic

upturn･

The Fifth5-YearDevelopment Plan is distinguished bythe inclusion of the indigenous

people of settlement areas as well as mlgrantS. The
object

is to involvetheindigenous people

whoare hunter-gatherers or shifting cultivation farmers and in order to setde them permanently･
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The Mimistry of Transmigration has 3,000 staffsinthe mainoffice and 15,000 staffsin

the regionaloffices, totaling 18,000 staffs･

The annualbudget forthe transmigration programrises yearafter year･ reaching 800

binion Rupiahinthe year 1992/93 (equivalentto approximately ¥40 billion)･This is l･4% of

the nationalbudgeちa
rlgure Which givesanidea of the govemment's vlgOrOuS approach tothe

transmlgration program･

The nationalbudget
is sharply increaslng by morethan10%per year･ butthe contribution

tothe budget provided by foreign governmentsand other internationalorgamization is falhg

yearafter year, bothinterms of shareand of absoluteamount･
This is dueinpart to withdrawal

of the World Bankand Europeangovernments which were major donors butare nowin

financialdifficulties, but morethananything elsethe仙1ing proportion of foreign lnPut

indicatesthe size of Indonesia's fiscalexpansion due to economic growth･

Recruiting, educating/training and moving setdersare carried outinaccordance withthe

Ministry of Transmigration.s own standards･ on the basis of consolidated facilities and its long

experience･

In recruiting transmigration families,the Ministry of Transmigration gives priorityto

landless farmers, those cultivatmg plots too sman to sustaintheir families･ poor fishermen,

homeless forest squatters, joblesscitydwellersand people who have a specialskill･ Families

living ln areathat have suffered naturaldisasters
-

earthquakes,flooding or volcmic erupt10nS,

for example -are pnme candidates as arethose living ln Protected forestareas and overcrowded

fishing locations･

GeneralrequlrementS for future transmlgrantS are aS follows:

a. bdonesian citizenship

b ･ Migrate at free will

c･ Being real farmers or having a specialskill requiredinthe
location of transmigration

se山ement

d. Good health, confirmed witha doctor-s certificate

e. Good behaviour, con丘med wi血a police statement

f. Religious

g･ Mamied, with the exceptlOn Ofthose having a specialskill or specialtransmlgrantS

(whoare trained atthe Transmigration Training Section)

h. Age of the head of the fanny I 20-40

i. Never transmlgrated before

j. Loyal to也e regula血ns of血e transmlgration

k. Age of members of the family: 6 months to 60 years
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2.5 C.ntents of the SixthFive YearDevelopment Planandthe Second Long Term (25year)
Development Plan

The First 251YearLong TermDevelopment Plan(1969-1993),although enc9untering

some problems, 1t Produced overan considerable results through teclmocrats glVlng PnOnty tO

maCrOeCOnOmlCS.

The Second 25-Year Long TermDevelopment Planwhich started in 1994 has tendency of

shifting to a more pragmatic policy approach, i･e･, microeconomics･ development of human

resources, etc･, taking some reflection onthe restructure programinto consideration･ The

change of name fromthe Ministry of Transmigration tothe Ministry of Transmigrationand

Forest Squatter Resetdement merits attention･

The Second 25-YearLong Term Development Planputsthe followlng Objectives
forthe

transmigration program's long termplan･

(1) Theinvolvement of 1,502,400 forest squatters'familiesintothe setdementareas
is to

modemizeand improvetheir living standardand preventsuncontrolled exploitation of

forestand environmentaldamage.

(2) The poorest class of society, 27 million people who make up 15% of the total

population of 185 minion, is to escape from povertyby giving farm lands and making

them work for agriculture, and itincreases agriculturalproduction as we11･

(3) Sedement areas are to be performedtheir new roles as centers of regional economic

developm叫by means of expansion and integration of existlngand new setdement

areasandtheir facilides.

(4) Private sector investment is to be introducedintothe setdementareas･ To promotethis

investment, I,Business Information Center for Transmigration Areas" (BICTA) is to be

permanently established inthe Ministry of Transmlgration･

(5) Even development of the whole of the country'sarea
is to be planned as a meaJIS Of

balanclng population distribution,the focus of development is to be placed onthe East

region of the country in order to improvethe living standards of the poor andthe

indigenous people.
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3. Summary of Expansion Project of Training Center

for Transm)grant in Sending Area and Receiving Area

3. 1 Transmlgration Program

According to 1990 statistics,there were 71･6 mnlion people effectively employed and

26.2 million unemployed, resultinganunemployment rate of 26･8%･ Ofthe 21･5 million

farming families in Java, 10･9 minion areinpove吋with lessthan0･5 ha of land or landless

and 5 1%areinpovertystratum or latent unemployed･
Eventhe government makes its greatest

effort to create ll.9 minion jobs, it is estimatedthattherewill be between 27and 32 mnlion

people (i･e･,families)unemployed atthe end of the Sixth5-YearDevelopment Plan in 1999･

BAPPENAS estimatesthat, with full activityparticularly in areas of industry and agriculture, it

will reduce unemployment to zero bythe end of the Eighth51Year Development Planin 2009･

In terms of the agriculturalsector, other agencies such asthe Pubhc Works, Agriculture･

cooperatives, etc., may be unable to increasethe number of employment opportmity

drastical1y･ The Mimistry of Transmigration and Resetdement of Forest Squatter isthe only

mimistry which is able to significandy increase employment opportunities･

The govemment has made T.the eradication of poverty"the greatest objectiveof
boththe

sixth5-YearDevelopment Planandthe Second 25-YearLong TermDevelopment Planandthis

a血requlreS血provement of income of血e poor as well as provi血g也e unemployed and

joblesswithwork･ Therefore,the goverrment has put a top pnorityonthe transmigration

program, which relocatesthe unemployed
from Javaand other overpopulatedarea to sparsely

populated area･

onthe other hand, farmers･ agriculturalskill
inthe outer islands is undeveloped yet･

Therefore, it is expectedthatthe transmlgrant farmers from Java, etc･, will extend their

agncultural skill tothe farmers of their settlement areas,and it will promote activation of outer

islands.

underthe First 25-YearLong TermDevelopment Plan,the transmigration settlement of

approximately 7･2 millionpeoplein1･61 million famnies to 1,765 projects Was COmPleted and

the transmlgration setdement of three million people in 600,000 families is planned forthe Sixth

51YearDevelopment Planwhich beganin1994･ The transmlgration program, aS a Permanent

policy of the Indonesiangovernment, contributes to balanclng Of population andrural

development･
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Indonesia･s rapid economic development in recent years has been concentratedaround

Jakartaandthe rest of Java, sothe population of this island isrising due to bothnaturalincrease

andthe socialincrease produced by job seekers. Therefor,the population of Javarisesaround

2.5 mnlionannually･ According tothe 1990 censusthe totalnationalpopulation was 185

million andthat of Java, which has only 7% of the landarea, was lO7･5 million, a 58% share･

Againstthis increase, the number of people transmlgrated bythe transmlgration programequals

only one tenthofthe population increase,around 250･000annua11y･

To easeand vanishthe overpopulationand depopulation, it is vitalthatthe goverr皿ent

program is to be accompanied bythe introduction of private sector activity to formeconomic

development zones centerlng Onthe setdementareas onthe outer islands･ These would attract

the residents of Javaand stimulate the spontaneous mlgration･ The government.saim
is to focus

onthe easternreglOn
- Kalimantan, Sulawesi, Nusa Tenggara and IrianJaya -

which has until

now been comparadvely left out of the economic development･

The target figures of the transmlgration program underthe Sixth5-Year Development

planare shown inthe followlng table･伽e characteristic point isthat agalnStthe 60,000 -

80,000people who settle annually atthe state-s expense,the proportion who do so attheir own

expense is rlSlng yearby year･ The budget required for each year is estimated as follows･ The

average budget per yearis to be l･3 trillion Rupiah (approximately 66･6 binion
yen),

appropriatedfromthe totalofthe five yearplanwhich was 6･7 trillion Rupiah (approximately

330 billion yen).
This is a 1.4% share of the nationalbudget which indicatesthe seriousness

withwhichthe government is tackling its transmigration programand itsaims of eliminatlng

poverty and developmg the reglOnS･

The 6th 5 Year Phh

FiscalYear

Migrantsby

national

Migrantsby

self
Total

Budget

eX鍔3e?steu)res
expenditures

fHouseト
(House) (millionRP)(millionyen)

1994/95 60,000- 15,000 75,000 1,213,021(60,651)

l995/96 70,000 35,000 105,000 1,222,563(61,128)

l996/97 70,000 45,000 115,000 1,356,058(67,803)

1997/98 80,000 65,000 145,000 1,460,791(73,040)

1998/99 70,000 90,000 160,000 1,405,351(70,268)

Total 350,000 250,000 600,000 6,657,784(332,890)

Sowce: Mitu'stTy OfTlmSmigration
1 994

TT-6



3
･2

TransmlgrantS Training

Thereare many constraints faced bythe Ministry of Transmigrationincarrying outthe

transmigration programsuch as a) lack ofknowledgeand skill of transmigrants, b) low

educationand dependency of transmigrants, and c)also
fromthe localagro-ecosystem

such as;

very low land fertility, serious pestand decease, a lack of capitalas well as social

infras true tures.

Takingthe above-mentioned constmints into account, a top pnonty lS given tOthe human

resources development as well asanimprovement of knowledge, skilland attitude of

transmlgrantS aSthe agent of development in transmlgration areas･ Additionally, as mentioned

before･the transmlgrant farmers havethe aspect of extendingtheir skill tothe farmers of their

setdement areas･ In this connection, transmlgrantS● tralnlng Program, Which must be

strengthened by appropnate tminng of transmlgrantS, tralnlng infrastructures,institutional

supportsand appropnate trainlng methods, hasanimportant role inthe transmlgration program･

It is expectedthatthrough appropnate transmlgrantS tralnlng'the tranSmlgration program

will be successfully executedand will retain sustainable developmentinthe newareas in order

to supportruraldevelopment program･ To supportthe successful transmlgration program, one

of the most importantand basic steps isthe tralmng Of transmlgrantS inanimitialstage･

The Ministry of Transmigration plans to train 68,000 families underthe Sixth5-Year

Development Plan, of which 50,750 areinagriculturalfields and 17,250are in otherthan

agriculturalfields･ The tralnlng Planfor each year1994-1998 is shown in Table 22･ This plan

forecaststhat 15% of migrant families will be trained inthe firstthree years of 1994-1996 and

20% of them will be trainedinthe last two years.

The Ministry of Transmlgration has seven tralnlng Centers in sendingarea and 19 tralnlng

centers in recelVmg area, providing mlgrantS With pre-education before setdement and

vocadonaltralnmg and socialeducation a触r settlement･ Of these training CenterSthe sixteen

which have fallen behind intheir construction and preparation w止1 receive improvements to

their buildings,
practiceareas and mechanicalequlPment under an OECF loan. Their locations

are listed below.
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Improvements withfunding assistance丘omanOECF loan

Locadon

Sending states

S tates

1. Semaran

2. Banyuwang1

3. Bandung

4. Yogyakarta

9. Semper

10. Mataram

ll. Denpasar

12. Kupang

Central Java

East Java

West Jawa

D. Ⅰ.Yogyakarta

DKI

West Nusa Tenggara

Bali

East Nusa Tenggara

RecelVmg States

Locadon

5. Rasau Jaya

6. Merauke

7. Pekanbaru

8. Ⅵung Pandang

13, Palangkaraya

14. Palu

15. Palembang

16. Ambon

3
･ 3 Improvement and Expansion of Training Centers

S tates

West Kalimantan

IrianJaya

Riau

South Sulawesi

CentralKalimantan

Central Sulawesi

South Sumatra

Maluku

The tralnlng PrOgramhas been camied out onthe cadre transmlgrantS Whoare 5% of the

yearly average of 200,000 migrants. However, underthe Sixth51YearDevelopmeht plan,the

Mimis町of Transmigration plans to tminthe cadre transmigrants who will be 15-20% of the

mlgrantS Supposed to be relocated underthe plan. For this drastic increase of the tminees,the

capacity of the existing facilities is insufficient, and improvementand expansion of the

insufficient fTacilitiesareinevitable.

The existlng tram1ng CenterSare either completely without trainlng fields necessary for

farming Practice orthey only have extremely small plots of O･3 ha to work on. The only tram1ng

centers wherethe Mimistry of Transmigration owns its own buildings for accommodation,

teaching, offices etc,are those in Semarang (Central Java), Mataram(West Nusa Tenggara),

and Denpasar(Bali)･ At odler Centers Public facilities underthe jurisdictionof other ministries

are used･ sothere areinsufficient accommodation facilitiesand training rooms for training

purposes･ Compar1ngthe -6xistlng facilities withthe standard facilities, not one of the tralnlng

centers is equipped tothe standard･ The lacking equlPmentand facilities should be improved

and expanded as soon as possible･
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4. Scope of Works

4･ 1 Improvements withFundingAssistance from OECF Loan

ne sixteen tralnlng Centers Whichareinneed of work win be improved under OECF

loan.

nle aCqulSlt10nand preparation of land forthe buildingsand practice fields will be

handled bythe Indonesianside whilethe tram1ng buildings, officesand necessary mechanical

equlPment Will be provided withfunding assistance from OECF loan.

The tralnlng tO be carried out atthe tralnlng Centers is as follows･

1) Traiming of selected cadre transmlgrantS

① C u血c山um

Management education (organization,cooperative working)
Agriculture (aquaticrice,truck, fruit trees, oil palms etc.)

Livestock (cows, goats, chickens, geese etc.)

Fishery

Crafts, craft industries etc.

@ AcqulSlhon ofanirrigated agriculture

Water sources (wellsand farmponds)

Ditch and sprinkler imigation techniques

@ AcqulSlhon of mechanized farming teChmiques

Tractors andtheir attachments

Pest control

Constmction machinery (bulldozersetc.)
Machine maintenance techniques
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The following lS a Summary Ofthe scale of the facilities.

1) Training facilities

2) 0ffices

Accommodation for tralnlng

Classrooms for traimng

Hall

Offices and garages for trainmg

Workshop

Dining hal1and kitchen

Clinic

Mosque

3) Equipment

Training equipment (videos,computers etc.)

Vebicles etc.

Tractors and other farming equlPment

Bu11dozersand other construction equlpment

4) Imigation facilities

Water source facilides

Ditch imigation facilities

Sprinkler imgation facilides

1,000 m2

500 m2

500 m2

200 m2

540 m2

300 m2

60 m2

100 m2

2,500 m2

1 set

1 vehicle

1 set

1 set
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The approximate capitalrequired forthe expansionand strengtheming of the tralnlng

centers in each oftheareas is as follows.

Name of T/C

Sending Area

1. Semaran

2. Banyuwang1

3. Bandung

4. Yogyakarta

5. Semper

6. Mataram

7. Denpasar

8. Kupang

Location

Central Java

East Java

West Java

D. I. Yogyakarta

DKI

West Nusa Tenggara

Bali

East Nusa Tenggara

Approxim ate C apital

Forelgn Por丘on

(Rupia) (US S)

3,390,575,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,325,500,000

3,513,500,000

3,165,500,000

3,150,500,000

3,643,500,000

(= 1,615,000)

(= 1,735,000)

(= 1,735,000)

(= 1,584,000)

(≡1,673,000)

(= 1,507,000)

(= 1,500,000)

(= 1,735,000)

LocalPortion

270,000

270,000

270,000

260,000

75,000

75
,000

75,000

75,000

Sub Total

ReceivinどArea

9. Rasau Jaya

10. Merauke

1 1. Pekanbam

12. Ujung Pandang

13. Palangkaraya

14. Palu

15. Palembang

16. Ambon

West Kahmantan

IrianJaya

Ri au

South Sulawesi

CentralKalimantan

CentralSulawesi

Sou血Sumatera

Malukn

27,476,075,000 (≡13,084,000) 1,370,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3･,325,500,000

3,325,500,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,643,500,000

3,325,500,000

(= 1,735,000)

(≡1,735,000)

(= 1,584,000)

(= i,584,000)

(= 1,735,000)

(= 1,735,000)

(≡1,735,000)

(≡1,584,000)

270,000

270,000

260,000

260,000

270,000

270,000

270,000

260,000

Sub Total 28,194,000,000 (= 13,417,000) l,360,000

Total 55,670,075,000 (≡26,501,000) 2,730,000
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4.2 Construction Period

The scheduled construction period is four years from 1995,including basicand detailed

design.

Construction Pedod

1995 1996 1997 1998

Basic and Detailed Design

Sending Area

1. Semaran Central Java

2. Banyuwangl East Java

3. Bandung WestJava

4. Yogyakarta D. I. Yogyakarta

5.Semper DKI

6. Mataram West Nusa Tenggara

7. Denpasar Bali

8. Kupang EastNusaTenggara

Receiving Am

9. Rasau Jaya West Kalimantan

10. Merauke ldan Jaya

1 1. Pekanbaru Riau

12. Ujung Pandang SouthSulawesi

I3. Palangkaraya Central Kalimantan

14. Palu CentralSulawesi

15. Palembang Sou血Sumatera

16. Ambon Mal血
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